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1.はしがき 

	 日々の行動から人生の選択にいたるまで、人がどのような原理とメカニズムにより意思決定

を行っているのかは、哲学から心理学、経済学、政治学、脳科学、精神医学にわたる大きな問

題である。人の意思決定への科学的アプローチは、長らく哲学的考察と行動学的記述に限られ

て来たが、近年の fMRI など非侵襲脳活動計測技術と行動学習の計算理論を統合した研究によ

り、意思決定に必要な計算処理に関わる脳部位が具体的に明らかになりつつある。さらに各種

の実験動物でそれらに相当する脳部位での神経活動を詳細に記録し操作する技術により、意思

決定の過程を神経細胞のなす回路の機能として解明することが現実的な可能性となりつつあ

る。	

	 そのような状況のもとで、人の意思決定の原理と脳機構の解明という学問の古くからの大問

題に今日的な解を与えるため、論理学や統計推論の理論、人の行動解析と脳活動計測、実験動

物での神経活動の計測と操作技術を統合し、意思決定の過程を計算機シミュレーションやロボ

ット実験で再現し予測できるまで深く解明する新たな学術領域を提案した。意思決定の脳機構

の解明は、思考、意識、意欲など人の心の基盤となる物理機構により深い理解を与えることに

より、意思決定の障害をともなう精神疾患の解明と処方の導出、より良い教育手法や社会経済

制度の策定、さらに人の意思決定の特性にねざした親しみやすいソフトウェアや情報技術の開

発を可能にするものである。	

	 人の意思決定と行動には、直感的、習慣的な要素と、予測的、計画的な要素があることが知

られているが、それらは「モデルフリー」、「モデルベース」の計算方式として捉えることが

できる。本領域は、特にモデルベースの予測的な意思決定を可能にする脳機構に注目し、それ

が脳の進化や発達のどのような過程で可能になるのか、より単純なモデルフリーの意思決定と

どう使い分け統合されているのか、脳内シミュレーションを実現する脳の神経回路と分子機構

は何かを、断片的な知見の集合ではなく階層システムとして統合した形で明らかにすることを

目標として計画された。それによる人間の思考や情動のはたらきの新たな理解は、予測と意思

決定にゆがみを伴う精神疾患の理解と対策、より効果的な教育やリハビリテーション手法の開

発、より人間的なロボットや人にやさしい機器の設計、経済や政治、社会規範のあり方の提言

につながることが期待される。	

	 具体的には以下の３つの研究項目を設定し、それぞれの課題に取り組んだ：	

研究項目 A01「行動と意思決定の計算理論」：動物や人間は，モデルフリー，モデルベースの

意思決定と行動学習を，どのように使い分け，組み合わせているのか？	

研究項目 A02「意思決定の神経回路機構」：脳内シミュレーション，価値評価，行動選択は，

ニューロン回路のどのようなダイナミクスにより実現されているのか？	

研究項目 A03「意思決定を制御する分子・遺伝子」：先読みの深さ，報酬と罰の重みづけなど



 3 

のパラメタはいかに制御されているのか？	

	 本成果報告書は、５年間の領域のとりくみと成果をまとめたものである。前期、後期の公募

研究にはそれぞれ多数の意欲的な研究提案が寄せられ、計 10 回開催した領域会議では、技術

チュートリアルや公開討論を含めて、異分野の研究者間での知識、発想、技術の交換を行うこ

とができた。それらの成果は論文として出版されただけでなく、「意思決定」というキーワー

ドのシンポジウムやセッションが心理学や神経科学のみならず様々な分野の学会で企画される

など、幅広いインパクトを持つに至った。	

	 このように、知的な刺激を楽しみつつ新たな研究成果を世に出すことができたのは研究者と

して何よりの喜びであり、それを可能にしてくれた新学術領域研究という科研費の枠組み、ま

たそれを支えてくれた事務方、技術サポートの方々、様々なイベントに参加して刺激と励まし

を与えてくださった高校生から市民の方々に深く感謝したい。	

	

平成 29 年 6 月	

領域代表	 銅谷賢治	
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2.研究組織 

【計画研究】 

予測と意思決定の脳内計算機構の研究推進（総括班）	

研究代表者：銅谷賢治	 沖縄科学技術大学院大学・神経計算ユニット・	

	 	 	 教授	

研究分担者：坂上雅道	 玉川大学・	脳科学研究所・教授	

研究分担者：岡本仁	 	 国立研究開発法人理化学研究所・	

脳科学総合研究センター・チームリーダー	

研究分担者：柴田智広	 九州工業大学・生命工学研究科・教授	

 

研究項目 A01 行動と意思決定の計算理論 

予測・判断・意思決定の論理と計算	 	 	

研究代表者：岡田光弘	 慶應義塾大学・文学部・教授	

研究分担者：敷島	千鶴	 帝京大学・文学部・准教授	

研究分担者：金子	守			 早稲田大学・政治経済学術院・教授	

研究分担者：山田	友幸	 北海道大学・文学研究科・	教授	

研究分担者：下嶋	篤	 同志社大学・文化情報学部・教授	

ヒト乳児の言語学習を可能にするモデルフリー・モデルベースの学習機構	

研究代表者：今井むつみ	 慶應義塾大学・環境情報学部・教授		

研究分担者：松井	智子	 東京学芸大学・国際教育センター・教授	

研究分担者：岡田	浩之	 玉川大学・工学部・教授	

連携研究者：北城	圭一	 理化学研究所・	脳リズム情報処理連携ユニット・	

ユニットリーダー	

連携研究者：友永	雅己	 京都大学・	霊長類研究所・教授	

予測と意思決定のための機械学習理論の構築とその神経回路での実現	

研究代表者：杉山将	 	 東京大学・大学院新領域創成科学研究科・教授	

研究分担者：森本	淳	 株式会社国際電気通信基礎技術研究所・		

脳情報通信総合研究所・研究室長	

実店舗におけるヒトの購買意思決定過程のモデル化と操作	

研究代表者：柴田智広	 九州工業大学・生命工学研究科・教授	

研究分担者：川村	洋次	 近畿大学・	経営学部・教授	

連携研究者：宮下	敬宏	 (株)国際電気通信基礎技術研究所・		

知能ロボティクス研究所・室長	
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研究項目 A02 意思決定の神経回路機構 

モデルベース的意思決定を可能にする神経回路	

研究代表者：坂上雅道	 玉川大学・	脳科学研究所・教授	

予測と意思決定の神経回路ダイナミクスの解明	

研究代表者：銅谷賢治	 沖縄科学技術大学院大学・神経計算ユニット・	

	 	 	 教授	

連携研究者：クン	 ベアン	 沖縄科学技術大学院大学・光学ニューロ	

イメージングユニット・准教授	

意思決定神経回路の可視化と操作	

研究代表者：岡本仁	 国立研究開発法人理化学研究所・脳科学総合研究セ

ンター・チームリーダー	

 

研究項目 A03 意思決定を制御する分子・遺伝子 

精神・神経疾患における熟慮的および直感的意思決定障害の脳内基盤の解明	

研究代表者：高橋英彦	 京都大学・医学研究科・准教授	

研究分担者：三村	将	 慶応義塾大学・	医学部・教授	

研究分担者：須原	哲也	 放射線医学総合研究所・	

脳機能イメージング研究部・	部長	

予測と意思決定の大脳基底核と扁桃体の神経回路基盤	

研究代表者：木村實		 玉川大学・脳科学研究所・教授	

研究分担者：春野	雅彦	 国立研究開発法人情報通信研究機構・	

脳情報通信融合研究センター脳情報通信融合	

研究室・主任研究員	

連携研究者：鮫島	和行	 玉川大学・脳科学研究所・教授	

	 連携研究者：榎本	一紀	 玉川大学・脳科学研究所・科研費研究員	

報酬・忌避の意志決定の機構解析	

研究代表者：疋田貴俊	 京都大学・医学研究科・特定准教授	

研究分担者：矢和多	智	 京都大学・健康長寿社会の総合医療開発	

ユニット・特定助教	
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【平成 24 年度〜平成 25 年度公募研究】 

研究項目 A01 行動と意思決定の計算理論 

音声の構造的表象に基づく幼児の単語獲得過程の構成論的シミュレーション	

研究代表者：峯松	 信明	 東京大学・情報理工・准教授	

散策行動における意思決定アフェクタの可視化に関する研究	

研究代表者：島田	 敬士	 九州大学・基幹教育院・准教授	

複雑性の異なる多数の意思決定戦略が混在する状況でのゲーム戦略の進化	

研究代表者：石渕	 久生	 大阪府立大学・工学系研・教授	

予測と意思決定に及ぼす自律神経活動の役割：認知神経科学と心身医学の融合	

研究代表者：梅田	 聡	 慶應義塾大学・文学部・准教授	

意思決定理論に基づくロボットの言語と動作によるコミュニケーションの能動的学習	

研究代表者：岩橋	 直人	 京都大学・情報学研究科・研究員	 	

モデルベース予測状態フィードバックを組み込んだ強化学習	

研究代表者：内部	 英治	 沖縄科学技術大学院大学・神経計算ユニット・	

研究員	

 

研究項目 A02 意思決定の神経回路機構 

オプトジェネティクスによる正中縫線核セロトニン神経と衝動性の関係の解明	

研究代表者：大村	 優	 北海道大学・医学研究科・助教	 	

昆虫の刺激方向予測に基づく運動意思決定に関与する神経回路機構の解明	

研究代表者：小川	 宏人	 北海道大学・理学部・准教授	 	

タイミング予測と意思決定に関わる皮質下信号の解析	

研究代表者：田中	 真樹	 北海道大学・医学研究科・教授	

（平成 25 年 7 月辞退）	 		

柔軟な行動選択を可能にする神経機構の解明	

研究代表者：筒井	 健一郎	 東北大学・生命科学研究科・准教授	

意思決定に関わる神経回路のコネクトーム的解析	

研究代表者：岩崎	 広英	 東京大学・医学系研・助教	

嗅覚系をモデルにした行動選択時の感覚情報処理機構の研究	

研究代表者：田中	 暢明	 北海道大学・創成研究機構・特任助教	

報酬予測をつくるネットワークの解明	

研究代表者：藤山	 文乃	 同志社大学・脳科学研究科・教授	 	
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中脳神経回路ダイナミクスによる行動予測形成機構	

研究代表者：小林	 康	 大阪大学・生命機能研究科・准教授	

前頭前野皮質―線条体を介する行動柔軟性の制御機構	

研究代表者：小林	 和人	 福島県立医科大学・医学部・教授	

ゼブラフィッシュ捕食行動をモデルとした視覚認知と意思決定の神経メカニズムの解析	 	

研究代表者：武藤	 彩	 国立遺伝学研究所・助教	

意思決定のための価値の生成と統合の脳機能：数理モデル提案と実証検証	

研究代表者：中原	 裕之	 独立行政法人理化学研究所・チームリーダー	

確率脳内シミュレータとしての大脳皮質自発発火活動と学習の解明	

研究代表者：寺前	 順之介	 独立行政法人理化学研究所・研究員	

意思決定における「迷い」の検知・制御メカニズム	

研究代表者：小村	 豊	 国立研究開発法人	 産業技術総合研究所・研究員	

 

研究項目 A03 意思決定を制御する分子・遺伝子 

セロトニン神経系の障害をともなう精神疾患における意思決定神経基盤の解明	

研究代表者：成本	 迅	 京都府立医科大学・医学研究科・講師	

自発行動発現の意思決定機構とセロトニン系の役割	

研究代表者：井之川	 仁	 京都府立医科大学・医学研究科・助教	

オキシトシンによる行動選択修飾作用の解明	

研究代表者：尾仲	 達史	 自治医科大学・医学部・教授	

（平成 25 年 7 月辞退）	

ハイリスク・ハイリターン、ローリスク・ローリターンを選択する神経基盤と調節因子	

研究代表者：橘	 吉寿	 生理学研究所・助教	

	

【平成 26 年度〜平成 27 年度公募研究】 

研究項目 A01 行動と意思決定の計算理論 

対戦相手の行動予測に基づくゲームロボットの意思決定アルゴリズムの研究	

研究代表者：並木	 明夫	 千葉大学・工学研究科・准教授	

時間差分学習と期待効用による遅延報酬強化と異時的選択の脳計算モデル	

研究代表者：地村	 弘二	 慶應義塾大学・理工学部・准教授	

目的指向性行動から習慣への安定的移行を制御する側坐核可塑性の役割	

研究代表者：戸田	 重誠	 金沢大学・大学病院・講師	
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サル皮質ＤＣＳによる意思決定に関わる中脳、脳幹－大脳皮質ネットワーク動態の解明	

研究代表者：小林	 康	 大阪大学・生命機能研究科・准教授	

自律神経システムと脳機能の統合的連関からみた予測と意思決定メカニズムの解明	

研究代表者：梅田	 聡	 慶應義塾大学・文学部・教授	

意思決定・運動学習の共通原理・関係性の解明：統一理論モデルの構築を通じて	

研究代表者：瀧山	 健	 玉川大学・脳科学研究所・研究員	

部分観測環境下におけるモデルベース・モデルフリー強化学習の役割分担	

研究代表者：内部	 英治	 株式会社国際電気通信基礎技術研究所・脳情報	

研究所・主幹研究員	

 

研究項目 A02 意思決定の神経回路機構 

光遺伝学による「モデルベース」の意思決定とセロトニン神経系の関係の解明	

研究代表者：大村	 優	 北海道大学・医学研究科・助教	 	

領野間・層間情報流の解析による前頭葉の予測・意思決定神経回路機構の解明	

研究代表者：坂本	 一寛	 東北大学・電気通信研究所・助教	 	

柔軟な行動制御を司る前頭連合野神経機構の解明	

研究代表者：筒井	 健一郎	 東北大学・生命科学研究科・准教授	

（平成 26 年 7 月辞退）	

異なる感覚様式の記憶による行動制御と神経回路	

研究代表者：谷本	 拓	 東北大学・生命科学研究科・教授	

眼窩前頭皮質－嗅結節経路を介した摂食行動の意思決定メカニズムの解明	

研究代表者：村田	 航志	 福井大学・医学部・助教	

報酬予測誤差計算と強化学習の神経回路機構：皮質線条体時間誤差仮説の理論的検討	

研究代表者：森田	 賢治	 東京大学・教育学研究科・講師	

（平成 27 年 7 月辞退）	

ＤＲＥＡＤＤシステムと計算論的手法を用いた近視眼的意思決定の追究	

研究代表者：溝口	 博之	 名古屋大学・環境医学研究所・助教	 	

線虫の意思決定を担う神経回路の立体ライブイメージングによる動作原理の解明	

研究代表者：寺本	 孝行	 九州大学・理学研究員・准教授	 	

線条体コリン作動性介在ニューロンを介する行動柔軟性の制御機構	

研究代表者：小林	 和人	 福島県立医科大学・医学部・教授	

（平成 26 年 7 月辞退）	
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ドーパミン放出を抑制する新しい経路の同定	

研究代表者：藤山	 文乃	 同志社大学・脳科学研究科・教授	

（平成 26 年 7 月辞退）	 	

報酬予測に基づく待機行動を制御する神経機構の解明	

研究代表者：宮崎	 勝彦	 沖縄科学技術大学院大学・神経計算ユニット・	

研究員	

脳内シミュレーションの海馬表現検証	

研究代表者：伊藤	 真	 沖縄科学技術大学院大学・神経計算ユニット・	

研究員	

前頭皮質・基底核における時間差情報保持回路の解明	

研究代表者：川口	 泰雄	 生理学研究所・教授	

報酬に基づく意思決定を司る神経機構の解明	

研究代表者：小川	 正晃	 生理学研究所・特任助教	

意思決定のための価値の生成と統合の脳機能：数理モデルの提案とその実験検証	

研究代表者：中原	 裕之	 独立行政法人理化学研究所・チームリーダー	

意思決定の基準をセット・利用する脳内機構	

研究代表者：小村	 豊	 国立研究開発法人	 産業技術総合研究所・研究員	

	

研究項目 A03 意思決定を制御する分子・遺伝子 

ストレスによる意思決定変容の神経機構の解明：薬物探索行動を指標として	

研究代表者：金田	 勝幸	 金沢大学・医薬保健研究域薬学系・教授	 	

２つのドーパミン神経系が支える報酬と罰に基づく学習の神経基盤	

研究代表者：松本	 正幸	 筑波大学・医学医療系・教授	

細胞特異的逆行性ウイルスベクターを用いた衝動性セロトニン神経回路網の解析	

研究代表者：金子	 周司	 京都大学・薬学研究科・教授	 	

セロトニン神経系の障害をともなう精神疾患における意思決定神経基盤の解明	

研究代表者：成本	 迅	 京都府立医科大学・医学研究科・准教授	 	

ストレスによる報酬・遅延情報処理の変化のメカニズム：セロトニン系の役割	

研究代表者：中村	 加枝	 関西医科大学・医学部・教授	

セロトニンによる意思決定への介入と制御	

研究代表者：南本	 敬史	 国立研究開発法人	 放射線医学総合研究所・	

分子イメージング研究センター・チームリーダー	
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3.交付決定額（配分額） 

（金額単位：千円）	
 

	 直接経費	 間接経費	 合	 計	

平成	 23 年度	 220,200	 66,060	 286,260	
平成	 24 年度	 241,300	 72,390	 313,690	
平成	 25 年度	 252,900	 75,870	 328,770	
平成	 26 年度	 256,800	 77,040	 333,840	
平成	 27 年度	 232,700	 69,810	 302,510	
総	 計	 1,203,900	

	

361,170	

	

1,565,070	
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４．研究発表 
（１）	雑誌論文 

• 研究代表者には二重下線、研究分担者には一重下線、連携研究者には点線の下線を付し、

corresponding	author	には左に＊印を付している。	

• 融合研究論文に◎、謝辞に課題番号を含め記載したものに▲を付している。	

 

研究項目 A01 行動と意思決定の計算理論 

 

計画研究 

岡田光弘 

	*Gem	Stapleton,	Mateja	Jamnik,	Atsushi	Shimojima,	What	Makes	an	Effective	Representation	

of	Information:	A	Formal	Account	of	Observational	Advantages.	Journal	of	Logic,	Language	

and	Information	DOI：10.1007/s10849-017-9250-6,	2017	Vol.26	(2),	143–177	

▲*Mirja	Hartimo	and	Mitsuhiro	Okada	(2016).	Syntactic	reduction	in	Husserl's	early	

phenomenology	of	arithmetic.	Synthese,	193(3):pp.937-996.	

▲*Yamada,	T.(2016).	Channel	Theoretic	Reflections	on	Dynamic	Logics	of	Speech	Acts.	In	

Structural	Analysis	of	Non-Classical	Logics	(pp.	201-221).	Springer	Berlin	Heidelberg.	

◎▲*Chizuru	Shikishima,	Kai	Hiraishi,	Shinji	Yamagata,	Juko	Ando,	and	Mitsuhiro	Okada	

(2015).	Genetic	factors	of	individual	differences	in	decision	making	in	economic	

behavior:	A	japanese	twin	study	using	the	allais	problem.	Frontiers	in	Psychology,	

6(1712).	

◎▲*岡田	光弘	(2015).	初期フッサールの普遍算術と確定多様体について--1901 年冬草稿.	現

象学年報,	31(招待論文):pp.1-12.	

◎▲*Mamoru	Kaneko,	Jeffrey	J.	Kline	(2015).	Understanding	the	Other	through	Social	Roles,	

International	Game	Theory	Review	17,	No.1,1540005-1-31,	DOI:10.1142/S0219198915400058.	

▲*Mamoru	Kaneko,	Shuige	Liu	(2015).	Elimination	of	Dominated	Strategies	and	Inessential	

Players,	Operations	Research	and	Decisions	25,35-56.	DOI:	10.5277/ord150153.	

Marion,	M.,	&	Okada,	M.	(2014).	Wittgenstein	on	equinumerosity	and	surveyability.	：	Themes	

from	Wittgenstein	and	Quine.	(Vol.89,	pp.61-78).	Brill.	

◎▲*Koji	Mineshima,	Yuri	Sato,	Ryo	Takemura,	and	Mitsuhiro	Okada	(2014).	Towards	

explaining	the	cognitive	efficacy	of	Euler	diagrams	in	syllogistic	reasoning:	A	

relational	perspective.	Journal	of	Visual	Languages	and	Computing,	25(3):pp.156-169.	

*Shimojima,	A.,	&	Barker-Plummer,	D.	(2014).	The	Barwise-Seligman	Model	of	Representation	

Systems:	A	Philosophical	Explication.	In	Diagrammatic	Representation	and	Inference	(pp.	

231-245).	Springer	Berlin	Heidelberg.	

◎*Takemura,	R.,	Shimojima,	A.,	&	Katagiri,	Y.	(2014).	Logical	investigation	of	reasoning	

with	tables.	In	Diagrammatic	Representation	and	Inference	(pp.	261-276).	Springer	Berlin	

Heidelberg.	

*山田友幸	(2015).「サールの社会制度理論とオースティンの言語行為論」	(単著、北海道哲学会

編『哲学年報』、	60 号、	北海道哲学会、	pp.21-37、	2015 年 2 月）	

*Tomoyuki	Yamada.	(2014).	The	Epistemic	Closure	Principle	and	the	Assessment	Sensitivity	

of	Knowledge	Attributions,	in	Manuel	Rebuschi,	Martine	Batt,	Gerhard	Heinzmann,	Franck	

Lihoreau,	Michel	Musiol,	and	Alain	Trogonon,	eds.,	Interdiciplinary	Works	in	Logic,	

Epistemology,	Psychology	and	Linguistics:	Dialogue,	Rationality,	and	Formalism,	

Switzerland:	Springer	International	Publishing,	pp.181-199	

◎*Kaneko,	M.	(2013).	Logic	and	economics--interactions	between	subjective	thinking	and	

objective	worlds.	Economic	Theory,	53(1),	1-8.	

◎*Kaneko,	M.,	&	Kline,	J.	J.	(2013).	Partial	memories,	inductively	derived	views,	and	their	

interactions	with	behavior.	Economic	Theory,	53(1),	27-59.	

◎▲*Okada,	M.	(2013).	Husserl	and	Hilbert	on	Completeness	and	Husserl's	Term	Rewrite-based	

Theory	of	Multiplicity	(Invited	Talk).	In		24th	International	Conference	on	Rewriting	
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Techniques	and	Applications	(RTA'13).	Editor:	Femke	van	Raamsdonk;	pp.4–19.	

*Mathieu	Marion	and	Mitsuhiro	Okada.(2013).	Wittgenstein	on	contradiction	and	consistency:	

An	overview.	O	Que	Nos	Faz	Pensar,	33:50--79.	

◎*Ando	J,	Fujisawa	KK,	Shikishima	C,	Hiraishi	K,	Nozaki	M,	Yamagata	S,	Takahashi	Y,	Ozaki	

K,	Suzuki	K,	Deno	M,	Sasaki	S,	Toda	T,	Kobayashi	K,	Sugimoto	Y,	Okada	M,	Kijima	N,	Ono	

Y,	Yoshimura	K,	Kakihana	S,	Maekawa	H,	Kamakura	T,	Nonaka	K,	Kato	N,	Ooki	S.	(2013).	

Two	cohort	and	three	independent	anonymous	twin	projects	at	the	keio	twin	research	center	

(kotrec).	Twin	Research	and	Human	Genetics,	16(01):202--216.	

*Shimojima,	A.,	&	Katagiri,	Y.	(2013).	An	Eye‐Tracking	Study	of	Exploitations	of	Spatial	

Constraints	in	Diagrammatic	Reasoning.	Cognitive	science,	37(2),	211-254.	

*山田友幸	(2013)「行為における合理性と因果」	日本科学哲学会編『科学哲学』，第 46 巻 2 号，

日本科学哲学会，pp.1-16.	

*Tomoyuki	Yamada	(2013).	On	the	very	idea	of	imperative	inference,''	in	Anna	Brozek,	Jacek	

Jadacki,	and	Berislav	Zarnic,	eds.,	Theory	of	Imperatives	from	Different	Points	of	View	

(2),	Warszawa:	Wydawnictwo	Naukowe	Semper,	pp.33-46.	

*Mathieu	Marion	and	Mitsuhiro	Okada	(2012).	Wittgenstein	et	le	lien	entre	la	signification	

d’un	énoncé	mathématique	et	sa	preuve.,	Philosophiques,	Vol.39,	No.1,	pp.101-124.	

◎▲*Koji	Mineshima,	Mitsuhiro	Okada,	and	Ryo	Takemura	(2012).	A	generalized	syllogistic	

inference	system	based	on	inclusion	and	exclusion	relations.	Studia	Logica,	

100(4):753--785.	

◎*Koji	Mineshima,	Mitsuhiro	Okada,	and	Ryo	Takemura	(2012).	A	diagrammatic	inference	

system	with	Euler	circles.	Journal	of	Logic,	Language	and	Information,	21(3):365--391.	

◎*Koji	Mineshima,	Yuri	Sato,	Ryo	Takemura,	and	Mitsuhiro	Okada	(2012).	On	the	cognitive	

efficacy	of	Euler	diagrams	in	syllogistic	reasoning:	A	relational	perspective.	In	

Proceedings	of	the	3rd	international	workshop	on	euler	diagrams	(euler	diagrams	2012),	

CEUR	Workshop	Proceedings,	volume	854,	pages	17--31.	

*Sugio,	T.,	Shimojima,	A.,	&	Katagiri,	Y.	(2012).	Psychological	evidence	of	mental	

segmentation	in	table	reading.	In	Diagrammatic	Representation	and	Inference	(pp.	

124-131).	Springer	Berlin	Heidelberg.	

*Takemura,	R.,	Shimojima,	A.,	&	Katagiri,	Y.	(2012).	A	logical	investigation	on	global	

reading	of	diagrams.	In	Diagrammatic	Representation	and	Inference	(pp.	330-333).	

Springer	Berlin	Heidelberg.	

*M.	Kaneko	and	J.	J.	Kline	(2012).	Two	Dialogues	on	Epistemic	Logics	and	Inductive	Game	

Theory,	Advances	in	Mathematics	Research,	12,	pp.199-238.	

*Yu,	C.	C,	Furukawa,	M.,	Kobayashi,	K.,	Shikishima,	C.,	Cha,	P.	C.,	Sese.	J.,	Sugawara.	

H.,	Iwamoto,	K.,	Kato,	T.,	Ando,	J.,	&	Toda,	T.	Genome-wide	DNA	methylation	and	gene	

expression	analyses	of	monozygotic	twins	discordant	for	intelligence	levels.	2012	"PLoS	

ONE"	7(10)	e47081.	

*敷島千鶴，木島伸彦，安藤寿康	(2012).	Cloninger のパーソナリティ次元と IQ―遺伝要因と環

境要因の重なりから，「パーソナリティ研究」21(2)	197-200.	

*Koji	Mineshima,	Mitsuhiro	Okada,	Yuri	Sato,	and	Ryo	Takemura	(2012).	Logic	and	cognition	

in	reasoning	with	Euler	diagrams:	A	relational	perspective.,	volume	5	of	CARLS	Series	

of	Advanced	Study	of	Logic	and	Sensibility,	pages	283--300.	Keio	University	Press.	

*佐藤	有理,	峯島	宏次,	竹村	亮,	岡田	光弘	(2011).	図形を用いた演繹的推論の認知プロセス.	

In	日本認知科学会第 28 回大会論文集,	pp.269--274.	

 

今井むつみ 

*橋田浩一・嶋田総太郎・今井むつみ	(2016).	仮説検証サイクルと記号接地	 認知科学	23(1),	

65-73.	

▲*Imai,	M.,	Kanero,	J.,	&	Masuda,	T.	(2016).	The	Relation	between	Language,	Culture	and	

Thought.	Current	Opinion	in	Psychology,	8,	70–77	
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*Senzaki,	S.,	Masuda,	T.,	Takada,	A.,	&	Okada,	H.	(2016).	The	communication	of	culturally	

dominant	modes	of	attention	from	parents	to	children:	a	comparison	of	Canadian	and	

Japanese	parent-child	conversations	during	a	joint	scene	description	task.	PloS	one,	

11(1),	e0147199.	

▲*Saji,	N.,	Asano,	M.,	Oishi,	M.	&	Imai,	M.	(2015).	How	do	children	construct	the	color	

lexicon?:	Restructuring	the	domain	as	a	connected	system.	D.V.	Noelle,R.	Dale,	A.S.	

Warlaumon.,J.	Yoshimi,	T.	Matlock,	C.	D.	Jennings	&	P.P.	Maglio	(Eds.)	Proceedings	of	

the	37th	Annual	Meeting	of	the	Cognitive	Science	Society(pp.2080-2085).	Austin,	TX:	

Cognitive	Science	Society.	

▲*Imai,	M.,	&	Kanero,	J.	(2015).	The	nature	of	the	count/mass	distinction	in	Japanese.		

In.	J.J.	Nakayama	(Ed).		Handbook	of	Japanese	Psycholinguistics.		(In	Handbooks	of	

Japanese	Language	and	Linguistics	Series)	Berlin,	Germany:	De	Gruyter	Mouton.	pp.49-80.	

◎▲*Kanero,	J.,	Imai,	M.,	Okada,	H.	&	Hoshino,	N.	(2015).	Do	classifiers	make	the	syntactic	

count/mass	distinction?	Insights	from	ERPs	in	classifier	processing	in	Japanese.	Journal	

of	Memory	and	Language,	83,	20-52.	

▲*Imai,	M.,	Miyazaki,	M.,	Yeung,	Henny,	Hidaka,	S,	Kantartzis,	K,	Okada,	H.,	and	Kita,	

S	(2015).	Sound	symbolism	facilitates	word	learning	in	14-month-olds.	PLOS	ONE.		

◎▲*Asano,	M.,	Imai,	M.,	Kita,	S.,	Kitajo,	K.,	Okada,	H.	&	Thierry,	G.	(2015).	Sound	

Symbolism	Scaffolds	Language	Development	in	Preverbal	Infants.	Cortex,	63,	196-205.		

*Malt,	B.C.,	Gennari,	S.,	Imai,	M.,	Ameel,	E.,	Saji,	N.,	&	Majid,	A.		(2015).	Where	are	

the	concepts?		What	words	can	and	can’t	reveal.		In	E.	Margolis	and	S.	Laurence	(Eds.),	

The	conceptual	mind,	(pp.	291-326).	Cambridge,	MA:	MIT	Press.		

*今井むつみ	 言語発達と身体への新たな視点	 今井むつみ・佐治伸朗編	 岩波講座『コミュニケ

ーションの認知科学』第１巻第１章	 pp1-34.		岩波書店	

*今井むつみ・佐治伸郎	 人と言語	 今井むつみ・佐治伸朗編	 岩波講座『コミュニケーションの

認知科学』第１巻第 10 章	pp.	259-284.	 	 岩波書店	

▲*Imai,	M.	&	Kita,	S.	(2014).	The	sound	symbolism	bootstrapping	hypothesis	for	language	

acquisition	and	language	evolution.		Philosophical	Transactions	of	the	Royal	Society	

B.	Phil.,	vol.,	369:	no.	1651,	pii:	20130298.	

*Matsui,	T.	(2014).	Children’s	understanding	of	linguistic	expressions	of	certainty	and	

evidentiality.	In.	D.	Matthews	(Ed).	Pragmatic	development	in	first	language	acquisition.	

Amsterdam/Philadelphia:	John	Benjamins	Publishing	Company.	pp.	295-316.	

◎▲*Kanero,	J.,	Imai,	M.,	Okuda,	J.,	Okada,	H.,	&	Matsuda,	T.	(2014).	How	Sound	Symbolism	

Is	Processed	in	the	Brain:	A	Study	on	Japanese	Mimetic	Words	PLoS	ONE	9(5):e97905.	

*今井むつみ	 (2014)	早期英語教育導入の前に考えなければならないこと。子安増夫・仲真紀子

（編）	 『こころが育つ環境をつくる』	 新曜社	

*Malt,	B.,	Ameel,	E.,	Imai,	M.,	Gennari,	S.,	Saji,	N.,	&	Majid,	A.	(2014).	Human	Locomotion	

in	Languages:	Constraints	on	Moving	and	Meaning.		Journal	of	Memory	and	Language,	74,	

107-123.	

▲*Imai,	M.,	Schalk,	L.,	Saalbach,	H.,	&	Okada,	H.	(2014).	All	giraffes	have	female-specific	

properties:	Influence	of	grammatical	gender	on	deductive	reasoning	about	sex-specific	

properties	in	German	speakers.	Cognitive	Science,	38(1),	514–536.	

*Matsui,	T.,	&	Yamamoto,	T.	(2013).	Developing	sensitivity	to	the	sources	of	

information:	Early	use	of	the	Japanese	quotative	particles	tte	and	to	in	mother–

child	conversation.	Journal	of	Pragmatics,	59,	pp	5-25.	

▲*Saji,	N.,	Akita,	K.,	Imai,	M.,	Kantartzis,	K.	&	Kita,	S.	(2013).	Cross-Linguistically	

Shared	and	Language-Specific	Sound	Symbolism	for	Motion:	An	Exploratory	Data	Mining	

Approach.	Proceedings	of	the	35th	Annual	meeting	of	Cognitive	Science.	

*佐治伸郎，今井むつみ.	(2013).	「語彙獲得における類像性の効果の検討:親の発話と子どもの

理解の観点から」.	篠原和子・宇野良子(編)	『オノマトペ研究の射程』：近づく音と意味.	ひ

つじ書房.	
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▲*Imai,	M.,	&	Masuda,	T.	(2013).	The	role	of	language	and	culture	in	universality	and	

diversity	of	human	concepts.	In	M.	Gelfand,	CY.	Chiu,	&	Y.	Hong	(Eds.).		Advances	in	

Culture	and	Psychology,	Vol.	3.		Oxford	University	Press.		pp	1-61.	

◎Saji,	N.	&	*Imai,	M.	(2013).	Evolution	of	verb	meanings	in	children	and	L2	adult	learners	

through	reorganization	of	an	entire	semantic	domain:	The	case	of	Chinese	carry/hold	verbs.		

Scientific	Research	in	Reading,	Special	issue:	Reading	in	Chinese,	17,	71–88.	ISSN:	

1088-8438	print/1532-799X	online	

*Saalbach,	H.,	Imai,	M.,	&	Shalk,	L.	(2012).	Grammatical	gender	and	inferences	about	

biological	properties	in	German-speaking	children.	Cognitive	Science,	36,	1251–1267.		

*Saalbach,	H.	&	Imai,	M.	(2012).	The	Relation	between	Linguistic	Categories	and	Cognition:	

The	case	of	numeral	classifiers.	Language	and	Cognitive	Processes,	27,	381-428.	

*Akita,	K.,	Imai,	M.,	Saji,	N.,	Kantartzis,	K.,	&	Kita,	S.	(2011).	Mimetic	Vowel	Harmony	

in	Japanese.	B.	Frellesvig	&	P.	Sells	(Eds.),	Japan/Korean	Linguistics,	20,	CSLI	

Publications.	

*Göksun,	T.,	Hirsh-Pasek,	K,	Golinkoff,	R.	M.,	Imai,	M.,	Konishi,	H.,	&	Okada,	H.	(2011).	

Who	is	crossing	where?	:	Infants’	discrimination	of	figures	and	grounds	in	events.	

Cognition,	121,	176-195.	

◎*Saji,	N.,	Imai,	M.,	Saalbach,	H.,	Zhang,	Y.,	Shu,	H.,	&	Okada,	H.	(2011).	Word	learning	

does	not	end	at	fast-mapping:	Evolution	of	verb	meanings	through	reorganization	of	an	
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田中沙織，酒井雄希，成本	 迅(2015)．衝動性と強迫性-計算論的アプローチによる疾患研究-．

分子精神医学,	15,	15-22．	

Nakamae	T,	Sakai	Y,	Abe	Y,	Nishida	S,	Fukui	K,	Yamada	K,	Kubota	M,	Denys	D,	Narumoto	J	

(2014).	Altered	fronto-striatal	fiber	topography	and	connectivity	in	

obsessive-compulsive	disorder.	PLoS	One,	9,	e112075.	

▲Abe	Y,	Sakai	Y,	Nishida	S,	Nakamae	T,	Yamada	K,	Fukui	K,	Narumoto	J	(2015).	Hyper-influence	

of	the	orbitofrontal	cortex	over	the	ventral	striatum	in	obsessive-compulsive	disorder.	

European	Neuropsychopharmacology,	25,	1898-1905.	

	

中村加枝 

Hayashi,	K.,	Nakao,	K.,	and	Nakamura,	K	(2015).	Appetitive	and	aversive	information	coding	

in	the	primate	dorsal	raphé	nucleus.	Journal	of	Neuroscience.	35:6195-6208.		

Nakamura,	K.,	Wong-Lin	K(2014).	Functions	and	computational	principles	of	serotonergic	and	

related	systems	at	multiple	scales.	Frontier	Integrative	Neuroscience.	8:23.		

	

南本敬史 

*Yamada,	H.,	Inokawa,	H.,	Hori,	Y.,	Pan,	X.,	Matsuzaki,	R.,	Nakamura,	K.,	Samejima,	K.,	

Shidara,	M.,	Kimura,	M.,	Sakagami,	M.,	Minamimoto,	T.	(2016)	Characteristics	of	

fast-spiking	neurons	in	the	striatum	of	behaving	monkeys.	Neurosci	Res.	105:2-18.	

Eldridge,	MAG,	Lerchner,	W.,	Saunders,	RC.,	Kaneko,	H.,	Krausz,	KW.,	Gonzalez,	FJ.,	Ji,	B.,	
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Higuchi,	M.,	Minamimoto,	T.,	*Richmond,	BJ.(2016)	Disruption	of	relative	reward	value	

by	reversible	disconnection	of	orbitofrontal	and	rhinal	cortex	using	DREADDs	in	rhesus	

monkeys.	Nat	Neurosci.,	9(1):37-39.	

Nagai	Y,	Kikuchi	E,	Lerchner	W,	Inoue	KI,	Ji	B,	Eldridge	MAG,	Kaneko	H,	Kimura	Y,	Oh-Nishi	

A,	Hori	Y,	Kato	Y,	Hirabayashi	T,	Fujimoto	A,	Kumata	K,	Zhang	MR,	Aoki	I,	Suhara	T,	Higuchi	

M,	Takada	M,	Richmond	BJ,	*	Minamimoto,	T.	(2016)	PET	imaging-guided	chemogenetic	

silencing	reveals	a	critical	role	of	primate	rostromedial	caudate	in	reward	evaluation.	

Nat	Commun.	7:	13605.	

 

 

（２）学会発表（学会,シンポジウムなどの招待講演,論文査読のある学会発表） 

• 招待講演に○を付している。	

 

研究項目 A01 行動と意思決定の計算理論 

 

計画研究  

岡田光弘 

○Okada,M.:	What	is	logic,	Sercy	Meeting	on	“Beyond	Logic”,	Sercy	（招聘）Intrnational	

Cultural	Center	Symposium	series,	Cersy,	France,	2017.5.22-27.		

○Okada,M.:	Linear	logic	and	philosophy,	Philosophy	of	Linear	Logic,	invited	talk.,	

Lyon,France,	2016.11.8.	

Shimojira,A.,	Dav	Baker-Plumer:	A	Generic	Approach	to	Diagrammatic		Representation,The	

Case	of	Single	Feature	Indicator	Systems	Ninth	International	Conference	on	the	Theory	

and	Application	of	Diagrams,	2016	Univ.Pennsylvania,Philadelphia,	USA,2016.8.7-10	

〇Okada,M	:	Husserlian	Notion	of	Maniford,Workshop	“Trends	in	Proof	Theory”,		Mathematical	

Society	of	Germany,	Hamburg,Germany,2015.9.20-21.	

〇Okada,M.	:	Decision	making	with	multi-attribute	 tables,The	5th	Symposium	on	Biology	of	

Desigion		Making	（招待講演）,Ecole	Normale	Superieur(ENS)and	ICM	

Paris,France,2015.5.11-13.	

〇	山田友幸	:	Parmetric	Constraits	in	Channel	Theory,科学基礎論学会 2015 年秋の研究例会

（招待講演）,東京都,2015.11.7.	

Yamada,T.	:	Product	Update	for	Dynamified	Deontic	Logic	of	Speech	Acts,	15th	Congress	of	

Logc,	Methodology	and	Philisophy	of	Science,	Helsinki,Finland,2015.8.7.	

	

今井むつみ 

Imai,	M.,	Murai,	C.,	Miyazaki,	M.,	Tomonaga,	M.	&	Okada,	H.	:	The	uniquely	human	cognitive	

bias	that	makes	language	learning	possible.	,Protolang	4.	Roma	Tre	University,	Roma,	Italy,	

2015.9.24	

○今井むつみ：ことばの意味の身体接地と意味の再編成のプロセス,日本神経心理学第 39 回大会,

札幌市,	2015.9.11.	

Imai,	M.,	Asano,	M.,	Thierry,	G.,	Kita,	S.,	Kitajo,	K.,	&	Okada,	H.:	Developmental	Change	

in	the	Neural	Response	of	Sound	Symbolism	Paper	presented	at	the	symposium,	Sound	

Symbolism,	New	(Insights	into	its	Role	in	Language	Development.	,	Biannual	Meeting	of	

the	Society	of	Research	in	Child	Development.	(SRCD).	Philadelphia,	PA.,	2015.3.19.		

Matsui,	T.,	&	Imai,	M.:	Autistic	children	prefer	to	learn	a	new	word	from	a	confident	speaker,	

Poster	presented	at	the	Biannual	Meeting	of	the	Society	of	Research	in	Child	Development.	

(SRCD),	Philadelphia,	PA.	USA,	2015.3.19	

○今井むつみ：子どもとＬ２学習者はどのように語彙システムを構築するのか,基調講演	 第二言

語習得学会	(JASLA)	 第 25 回大会	筑波大学,	つくば市,	2014.12.14..	

○Imai,M.:	The	Sound	symbolism	bootstrapping	hypothesis	for	language	acquisition	and	

language	evolution.,	Plenary	lecture	at	the	1st	conference	of	the	International	
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Association	of	Cognitive	Semiotics,	Lund	University,	Lund,	Sweden.,	2014.9.27.	

○Imai,M.:	Influence	of	grammatical	gender	on	German	speakers’	deductive	reasoning.,	

Invited	lecture	for	a	colloquia	at	the	Center	for	the	Research	on	Bilingualism,	University	

of	Stockholm,	Stockholm,	Sweden.,	2014.9.23	

○今井むつみ：「記号接地問題への取り組み：問題,方法論,研究プログラム」,認知科学会サマー

スクール,足柄下郡箱根町,箱根湯本富士屋ホテル,2014.9.1.	

Imai,	M.,	Asano,	M.,	Thierry,	G.,	Kitajo,	K.,	Okada,	H.,	&	Kita,	S.	(2014).:	Sound	symbolism	

and	arbitrary	sound-meaning	relationships	in	language,	Oral	presentation	at	EVOLANG	X	

(The	10th	International	Conference	on	the	Evolution	of	Language.)	University	of	Vienna.	

Vienna,	Austria,	2014.4.14	

○今井むつみ：「臨界期神話の誤謬と英語教育」	 第 26 回発達心理学会	 日本学術会議・発達心

理学分科会企画公開シンポジウム	 早期教育の光と影	―英語早期教育は是か非か？―	 京都

大学時計台ホール,京都,	2014.3.21.	

Matsui,	T.,	Sakamoto,	K.,	Ohba,	M.,	Ban,	M.,	&	Imai,	M.:	Two-year-olds	prefer	to	learn	from	

the	informant	who	sounds	confident,	Poster	presented	at	the	International	Conference	on	

Infant	Studies	(ICIS),	Berlin,	Germany,	2014.7.4	

Murai,	C.,	Miyazaki,	M.,	Tomonaga,	M.,	Okada,	H.,	&	Imai,	M.	(2014):	The	origin	of	a	uniquely	

human	thinking	bias,	The	symmetry	inference	bias	in	human	infants	and	chimpanzees,	Poster	

presented	at	the	International	Conference	on	Infant	Studies	(ICIS),	Berlin,	Germany,	

2014.7.3	

Saji,	N.,	Akita,	K.,	Imai,	M.,	Kantartzis,	K.,	&	Kita,	S.:	Cross-Linguistically	Shared	and	

Language-Specific	Sound	Symbolism	for	Motion,	An	Exploratory	Data	Mining	Approach,	Oral	

presentation	at	the	35th	Annual	meeting	of	Cognitive	Science	Society	(Cogsci2013),	Berlin.	

German.,	2013.8.3	

Saji,	N.,	Imai,	M.:	The	process	of	continuous	reorganization	of	a	complex	semantic	domain	

as	children	learn	new	words:	Learning	of	carry/hold	verbs	in	Japanese,	Poster	presentation	

at	the	SRCD	2013	Biennial	Meeting,	Seattle,	Washington,	USA.,	2013.4.18	

Imai,	M.,	Haryu,	E.,	&	Okada,	M.	:Progressive	alignment	in	verb	learning.	Paper	presented	

at	the	34the	annual	meeting	of	the	Cognitive	Science	Society,	Sapporo,	2012.8.2	

Ohba,	M.,	Saji,	N.,	Imai,	M.,	Matsui,	T.:	Developmental	Adjustment	of	Iconic	Language	in	

Care−Takers’	Input.	Poster	presented	at	the	34th	annual	meeting	of	the	Cognitive	Science	

Society.	Sapporo,	2012.8.3	

Saji,	N.,	Akita,	K.,	Imai,	M.,	Kantartzis,	K.,	&	Kita,	S.:	The	Internal	Structures	of	

Sound-Symbolic	Systems,	The	Universal	and	Language-Specific	Portions	of	Sound	Symbolism,	

Poster	presented	at	the	34th	annual	meeting	of	the	Cognitive	Science	Society,	Sapporo,	

2012.8.2.	

	

柴田智広 

Kasahara,	T.,	Shibata,	T.:	Can	Recommendation	by	a	Digital	Signage	Change	a	Customer’s	

Purchase	Decision?	,	International	Symposium	On	Applied	Engineering	and	Science	2015，	

Malaysia,	2015.11.24.	

Kasahara,	T.,	Shibata,	T.:	A	Study	on	Head-orientation-based	Recommendation	by	a	Digital	

Signage	in	Choosing	between	Two	Products	in	A	Real	Retail	Shop,	International	Symposium	

on	Prediction	and	Decision	Making	2015,	Tokyo,	2015.10.31.	

Wu,J.,	Funaya,	H.,	Kawamura,	Y.,	Shibata,	T.:	The	Effectiveness	of	an	AR	Display	in	Real	

Store	--By	Changing		Annotation's	Position,	新学術領域研究「予測と意思決定」第 10 回領

域会議題,	東京,	2015.12.18.	

呉伽科,	船谷浩之:	拡張現実技術によるコミュニケーション効果の実験研究,	日本広告学会第46

回全国大会・自由論題報告,	京都,	2015,10.25	

呉伽科:	AR	技術のコミュニケーション効果に関する実証研究,	日本広告学会関西部,	大阪市,	

2015.8.4.	
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呉伽科:	AR 技術を用いたコミュニケーション効果の実証研究,	日本広告学会	 クリエイティブフ

ォーラム,	福岡市,	2015.5.16.	

Wu,J.,	Funaya,	H.,	Kawamura,	Y.,	Shibata,	T.:	A	Study	of	AR-Based	Kiosk’s	Communication	

Effect,	新学術領域研究「予測と意思決定」第 9 回領域会議,	沖縄,	2015.4.28.	 	

船谷浩之,	呉伽科,	川村洋次,	柴田智広:	強制２選択課題におけるオンラインでの店舗顧客の意

思推定を利用したロボットによる介入実験,	ロボティクス・メカトロニクス講演,富山市,	

2014.5.25-29.	

Funaya,	H.,	Shibata,	T.:	Real-time	Intervention	on	the	Shopper's	Decision	Process	by	

Autonomous	Agents,	Robotics	Symposia	2014,	Kobe,	2014.3.13-14.	

船谷浩之,	呉伽科,	川村洋次,	柴田智広:	自律エージェントによる購買意思決定過程へのリアル

タイム介入,	計測自動制御学会主催第 19 回ロボティクスシンポジア,	神戸,		 	

2014.3.13-14.	

呉伽科,	船谷浩之,	川村洋次,	柴田智広:	An	Evaluation	of	AR	Technology?	Based	Kiosk’s	

Communication	Effect,	新学術領域研究「予測と意思決定」第８回領域会議,	東京都,	

2014.12.11.	

呉伽科,	船谷浩之,	川村洋次:	拡張現実（AR）技術における重ね合わせのコミュニケーション効

果の実験,	日本広告学会第４５回全国大会,	東京,	2014.12.7.	

呉伽科:	AR を活用したマーケティングコミュニケーション効果実験の試み,	日本消費経済学会関

西部会,	東大阪市,	2014.7.26.	

Funaya	H,	Shibata	T,	Wada	Y,	Yamanaka	T.:	Accuracy	assessment	of	kinect	body	tracker	in	

instant	posturography	for	balance	disorders,	7th	International	Symposium	on	Medical	

Information	and	Communication	Technology	(ISMICT),	Tokyo,2013.3.6-8.	

Funaya,	H.,	Shibata,T.:	Toward	Instant	Diagnosis	in	Balance	Disorders	Using	Kinect,	2nd	

Joint	World	Congress	of	ISPGR	and	Gait	and	Mental	Function,	Akita,	2013.6.22-26	

○中村彰宏,	船谷浩之,	柴田智広:赤外線深度センサを用いたマウスの自然な歩行解析システム

の開発,	第 60 回日本実験動物学会総会,	つくば市,	2013.5.15-17.	

柴田智広:	実店舗での購買意思決定過程,	つくば市,	2013.	

Nakamura,A.:	Development	of	Behavioral	Analysis	System	for	Mice	Using	Infrared	Depth	Sensor,	

the	27th	Symposium	on	Biological	and	Physiological	Engineering	(BPES	

2012),Sapporo,2012.9.19-21.	

中村彰宏,	船谷浩之，柴田智広:光学系の追加による赤外線パターン投影式深度センサの深度分解

能及び深度方向の計測範囲の調整,	画像の認識・理解シンポジウム,福岡市,	2012.8.6-8.	

柴田智広:	ロボット実証実験を通じた人間の購買意思決定機構のモデル化に向けて,「ロボット共

生社会実現に向けたロボットの知能発達」に関する先導的研究開発委員会,	第 9 回研究会	ロボ

ットラボラトリー,	大阪,	2012.5.	

 

公募研究（H24-25 年度） 

松峯信明 

Kawase,	Y.,	Minematsu,	N.,	Saito,	D.,	K.	Hirose,	K.:	"Visualization	of	pronunciation	

diversity	of	World	Englishes	from	a	speaker's	self-centered	viewpoint,"	Proc.	O-COCOSDA,	

pp.149-153	(2014-9,	Best	Paper	Award)	

Kasahara,	S.,	Kitahara,	S.,		Minematsu,N.,	Shen,	H.-P.,	Makino,	T.,	Saito,	D.,	Hirose,	K.,:	

"Improved	and	robust	prediction	of	pronunciation	distance	for	individual-basis	

clustering	of	World	Englishes	pronunciation,"		Proc.	ICASSP,	pp.3240-3244,	2014.5.	

Kasahara,	S.,	Minematsu,N,	Shen,	H.-P.,	D.	Saito,	K.	Hirose,:	"Structure-based	prediction	

of	English	pronunciation	distances	and	its	analytical	investigation,"	Proc.	ICIST,	

pp.331-335	(2014-4,	Best	paper	Award)	

○Minematsu,	N.:	"Perceptual	and	structural	analysis	of	pronunciation	diversity	of	World	

Englishes,	"Keynote	speech	of	O-COCOSDA,	2014.9.	

○Minematsu,N.	:	"How	to	survive	the	diversity	of	pronunciation	of	World	Englishes?	--	

Experimental	facts	and	technical	solutions	--"	Keynote	speech	of	the	19th	conference	of	
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Pan-Pacific	Association	of	Applied	Linguistics	(PAAL2014),	Tokyo,	2014.8.17-19.		

Minematsu,N.,	Kasahara,	S.,	Makino,	T.,	Saito,	D.,	Hirose,	K.:	"Speaker-basis	accent	

clustering	using	invariant	structure	analysis	and	the	speech	accent	archive,"	Proc.	

Odyssay,	pp.158-165,	2014.6.	

○Minematsu,N.:	"Invariant	structure	and	its	application	to	speech	processing,"	Prenary	

talk	of	International	Conference	on	Information	Science	and	Technology	(ICIST2014),	

2014.4.26-28.	

Zhang,C.,	Suzuki,	M.,	Kurata,	G.,	Nishimura,	M.,	Minematsu,	M.:	"Leveraging	phonetic	

context	dependent	invariant	structure	for	continous	speech	recognition,"	Proc.	IEEE	China	

Summit	&	International	Conference	on	Signal	and	Information	Processing,	pp.52-56,	2014.7.	

Minematsu,	N.,	Ozaki,	Y.,	Hirose,	K.,	Erickson,	D.,:		"Speaker-invariant	and	

rhythm-sensitive	representation	of	spoken	words,"	Proc.	APSIPA	(CD-ROM),	2013.10.	

峯松信明:		"音声信号における特徴量分離と情報分離"，情報処理学会音楽情報処理研究会資料,	

2013-MUS-99(35)，pp.1-6,	2013.5.	

Shen,	H.-P.,	Minematsu,	N.,	Makino,	T.,	Weinberger,	S.	H.,	Pongkittiphan,	T.,Wu,	C.H.:	

Automatic	pronunciation	clustering	using	a	world	English	archive	and	pronunciation	

structure	analysis,	Proc.	ASRU,	pp.222-227,	2013.12.	

Shen,	H.-P.,	Minematsu,	N.,	Makino,	T.,	Weinberger,	S.	H.,	Pongkittiphan,	T.,	Wu,	C.H.:	

Speaker-based	accented	English	clustering	using	a	world	English	archive,	Proc.	SLaTE,	

pp.184-188,	2013.8.	

峯松信明:	"ことばって一体何だろう？	〜音声を物理的に眺める一人の研究者が考えること〜"，	

第 56 回日私小連全国教育夏季研究会外国語部会,2012.8.	

Suzuki,M.,	Kurata,G.,	Nishimura,	M.,	Minematsu,	N.,:		"Discriminative	reranking	for	LVCSR	

leveraging	invariant	structure,"	Proc.	INTERSPEECH,	2012.9.	

Zhao,	T.,	Hoshino,	A.,	Suzuki,	M.,		Minematsu,	N.,	Hirose,	K.,:		"Automatic	Chinese	

pronunciation	error	detection	using	SVM	with	structural	features,"	Proc.	Spoken	Language	

Technology	(SLT),	pp.473-476	,	2012.12.	

 

内部英治	 	

○Uchibe,	E.:	"Inverse	reinforcement	learning	for	understanding	human	

		behaviors,"	in	International	Symposium	on	"Past	and	future	directions	of	

		cognitive	developmental	robotics.",	Osaka,2013.10.04.	

Uchibe,	E.,	Elfwing,	S.,	Doya,	K:	Scaled	free-energy	based	reinforcement	learning	for	robust	and	

efficient	learning	in	high-dimensional	state	spaces,	Neuro	2013,	Kyoto,	2013.6.20-23.	

○Uchibe,	E.:		"Combining	learned	controllers	to	achieve	new	goals	based	on	

		linearly	solvable	MDPs,	"	Neuro	2013 シンポジウム「高次元系のための	

		確率的状態推定に基づいた強化学習」，京都市,2013.6.22.	

○Uchibe,	E.:	"Scaled	free-energy	based	reinforcement	learning	for	robust	

		and	efficient	learning	in	high-dimensional	state	spaces,"	Neuro	2013	

		シンポジウム「高次元系のための確率的状態推定に基づいた強化学習」，京都市,2013.6.22.	

	

公募研究（H26-27 年度） 

地村弘二	 	

Jimura,	K.	:	Value	Representation.	In	Arthur	W.	Toga	(ed.).	Brain	Mapping:	An	Encyclopedic	

Reference,	vol.	3,	pp.	381-385.	Academic	Press:	Elsevier,	2015.	

 

戸田重誠 

戸田重誠,井口善生,小杉桜子,西川宏美,林	 子喬,三邉義雄:	「慢性酸化ストレス負荷がコカイン

逆耐性形成に与える影響」,	第 110 回日本精神神経学会総会,	横浜,	2014.6.26.	

Iguchi,	Y.,	Lin,	Z,	Nishikawa,	H.,	Kosugi,	S.,	Minabe,Y.,	Toda,	S.	:	Repeated	mild	oxidative	

stress	favors	habits	over	goal-directed	action	in	instrumental	learning:	effects	of	
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2-cyclohexene-1-one	on	behaviors	associated	with	the	dopaminergic	system	in	rats,	第

74 回日本動物心理学学会総会,	大山,	2014.7.19.	

 

内部英治  

○Uchibe,	E.:	Deep	inverse	reinforcement	learning	based	on	KL-control	,Special	research	committee	

on	embodiment	cognitive	science	and	real	world	applications	(ECSRA)身体性認知科学と実世界応
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○Okamoto,	H.:	The	roles	of	the	habenula	in	aversive	learning	and	gain	of	self-confidence	

in	aggressive	behavior,	Imaging	structure	and	function	in	the	zebrafish	brain,	London,	

UK,	2012.12.07.	

○Okamoto,	H.:	The	roles	of	the	habenula	in	aversive	learning	and	gain	of	self-confidence	

in	aggressive	behavior,	NEUREX	workshop	"If	only	descartes	had	known	about	the	habenula",	

Strasbourg,	France,	2012.11.19-20.	

○Okamoto,	H.:	The	roles	of	the	habenula	in	aversive	learning	and	gain	of	self-confidence	

in	aggressive	behavior,	The	neurobiology	of	emotion,	Stresa,	Italy,	2012.11.11-15.	

○Okamoto,	H.:	The	roles	of	the	habenula	in	aversive	learning	and	gain	of	self-confidence	

in	aggressive	behavior,	Cold	Spring	Harbor	Conferences	Asia:	Neural	Circuit	Basis	of	

Behavior	and	its	Disorders,	Suzhou,	China,	2012.11.05-08.	

○Okamoto,	H.:	The	roles	of	the	habenula	in	aversive	learning	and	gain	of	self-confidence	

in	aggressive	behavior,	Jenelia	workshop	on	zebrafish	genetics,	transgenesis,	and	systems	

biology,	Ashburn,	USA,	2012.11.01-02.	

○Okamoto,	H.:	The	roles	of	habenula	in	aversive	learning	and	gain	of	self-confidence	in	

aggressive	behavior,	XXX	annual	conference	of	Indian	Academy	of	Neurosciences	(IAN)	and	

international	symposium	on	translational	neurosciences:	Unraveling	mysteries	of	brain	

in	health	and	disease,	Amritsar,	India,	2012.10.27-30.	

○Okamoto,	H.:	The	roles	of	the	habenula	in	aversive	learning	and	gain	of	self-confidence	



 51 

in	aggressive	behavior,	Central	neuroplasticity	in	sensory-emotional	Link,	Okazaki,	

Japan,	2012.9.15	

○Okamoto,	H.:	Study	of	neural	circuits	for	fear-motivated	behavior	in	zebrafish,	ISDN2012,	

Mumbai,	India,	2012.1.11-14.	

○Okamoto,	H.:	Mechanisms	underlying	the	emergence	of	vertebrate	behavior,	Developmental	

Neurobiology	Course	2011,	恩納村,	2011.7.17-31.	

○Okamoto,	H.:	Habenula	as	the	multimodal	switching	board	for	controlling	behaviours,	8th	

international	Congress	of	Comparative	Physiology	and	Biochemistry	（ICCPB2011）,	Nagoya,	

Japan,	2011.06.03.	

 

公募研究（H24-25 年度） 

小川宏人 

○Ogawa,	H.:	”Population	coding	of	directional	information	of	cercal	sensory	stimulus	and	

wind-elicited	locomotion,	”	Hokkaido	Neuroethology	Workshops	2014	「Ethology,	

neuroscience	and	genetics	in	crickets:	 How	can	they	meet?」,	札幌，2014.7.27.	 	

○小川宏人:「球形トレッドミルシステムを用いた刺激方向依存的運動制御機構の解析」,計測自

動制御学会システム・情報部門学術講演会，名古屋，2012.11.21–23.	

○Ogawa,	H.:	”Neuronal	mechanism	for	directional-dependent	plasticity	in	wind-evoked	

walking	behavior	of	the	cricket,	”The	2nd	International	Conference	on	the	Cricket	/	RNAi	

Symposium	for	Medicine-Agriculture-Engineering	Collaboration	Project，徳島，	2012.3.18	

–23.	

	

岩崎広英 

岩崎広英,	岡部繁男:「電子顕微鏡技術と光学顕微鏡技術の融合による神経組織の解析」,第 119

回日本解剖学会総会・全国学術集会	 シンポジウム	 「超微小空間で起きる分子間相互作用の

解剖学的基盤」,	栃木県下野市,自治医科大学キャンパス,	2014.3.27-29.（3.27）	

岩崎広英,	岡部繁男:	「自動連続切片回収機ATUMを用いた神経回路解析」,	第91	回日本生理学会

大会	 シンポジウム「電子顕微鏡連続断面微細構造観察による３次元再構築イメージ解析」,	鹿

児島	 鹿児島大学キャンパス,	2014.3.18.	

岩崎広英,	岡部繁男:「自動切片回収機ATUMを用いた神経回路のコネクトミクス的解析」,	第54

回	 日本組織細胞化学会	 総会・学術集会	 ワークショップ「新しい３次元的電顕解析法と組

織細胞化学の接点を探る」,東京,	航空会館（新橋）,	 2013.9.27−28.（9.27）	

岩崎広英,	岡部繁男:「コネクトーム解析のための試料作製法の開発」,日本顕微鏡学会第69回学

術講演会,	シンポジウム「電子顕微鏡と光学顕微鏡をつなぐ技術」,大阪市,	 2013.5.21.	

岩崎広英:「電子顕微鏡技術と光学顕微鏡技術の融合による神経組織の解析」,第13回	 医学生物

学電子顕微鏡シンポジウム,大阪府大阪市,2012.11.24.	

岩崎広英,	岡部繁男:	「コネクトミクスのための電子顕微鏡法と光学顕微鏡法の融合による高解

像度イメージング」,	日本顕微鏡学会	 第68回学術講演会,シンポジウム「電子顕微鏡と光学顕

微鏡をむすぶ高解像度イメージング技術,茨城県つくば市,つくば国際会議場,	2012.5.15.	

 

田中暢明 

Tanaka,	N.:	"Olfactory	system	of	Drosophila	&	Cephalopod	nervous	system",	Hyderabad	

Neuroscience	Symposium,	Hyderabad,	India,	2015.2.12.	

Tanaka,	N.:	The	olfactory	system	in	Drosophila,	International	Workshop	on	Animal	

Instinctive	and	Intelligent	Behaviors,	Sapporo,	2014.2.18.				 	

 

中原裕之	

○Nakahara,	H.:	Primitives	for	neural	computations	underlying	social	decision-making,	

Workshop	"One,	two,	and	many	brains",	Lisbon,	Portugal,	2014.9.19.	

○Nakahara,	H.:	Neural	computation	and	social	decision-making,	OIST	Computational	

Neuroscience	Course	(OCNC2014),	Okinawa,	2014.7.2.	
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○Nakahara,	H.:	Learning,	Decision-Making,	and	Neural	Coding,	NII	Shonan	Meeting	"Deep	

Learning:	Theory,	Algorithms,	and	Applications",	Kanagawa,	2014.5.19.	

 

寺前順之介 

○寺前順之介:	”大脳皮質のネットワーク特性と自発活動”,	第一回アクティブ・ソフトマター

研究会,	小樽市公会堂,	11.14-16.(2016.11.15.)	

○寺前順之介:	“中枢神経系のネットワーク特性と情報処理”,	国際高等研究所ネットワークの

科学研究会,	熱海,	2015.10.1.		

○寺前順之介:	“揺らぎと非線形性による大脳皮質の確率的情報処理と学習則”	ランダム力学

系理論とその応用,	京都大学数理解析研究所研究集会,	京都大学数理解析研究所,	2015.9.30.	

(2015.9.27-30.)		

○寺前順之介:	“Origin	and	functional	roles	of	ongoing	fluctuation	in	the	brain”,	2015,	

22世紀創造のための数学，Mathematics	for	the	22nd	centry,	東京,	2015.9.29.	(2015.9.28-29)	

○寺前順之介:	”大脳皮質自発揺らぎの回路構造と非線形ダイナミクス”,	第 28回回路とシステ

ムワークショップ,	淡路島,	2015.8.4.		

○寺前順之介:	“大脳皮質局所回路の結合不均一性と自発発火活動”,	脳のセミナー，京都大学,	

2015.4.18-19.	

○寺前順之介:	”複雑コミュニケーションサイエンスに向けた理論研究からのアプローチ”,電

子情報通信学会総合大会，複雑コミュニケーションサイエンス，立命館大学，2015.3.11,	

2015.3.10−3.13.	

○寺前順之介:	”ゆらぎを作り活かす大脳皮質の情報処理メカニズム”,	第 3 回 CiNet 脳情報ワ

ークショップ,	品川,	2014.12.9.	

○寺前順之介:	”大脳皮質におけるゆらぎの起源と機能”，日本学術振興会 Core-to-Core プログ

ラム「散逸ゆらぎ制御ナノ電子フォトン国際研究拠点」オープンセミナー，東京大学本郷キャ

ンパス,	2014.11.13.		

○寺前順之介:	“脳情報通信におけるゆらぎの機能的役割”,	電子情報通信学会総合大会チュー

トリアルセッション「情報通信ネットワークと非線形ダイナミクス」,	新潟大学五十嵐キャン

パス,	2014.3.19.	

○寺前順之介:	“大脳皮質局所回路網におけるゆらぎと確率性の理論研究”,	視覚科学統合研究

センターシンポジウム	「視覚情報処理の新展開−局所回路から認知へ」,	立命館大学びわこく

さつキャンパス,	2014.3.14.(2014.3.13-14.)		

○寺前順之介:	“大脳皮質における揺らぎの起源と神経情報処理における機能”,	日本学術振興

会	分子系の複合電子機能第 181 委員会,	国際高等研究所,	2014.2.24,	2014.2.24-25.	

○寺前順之介:	“神経活動と大規模システムにおける揺らぎの意義”,	ランダム力学系理論とそ

の応用,	京都大学数理解析研究所,	2014.2.20.(2014.2.19-21.)	

○寺前順之介:	“大脳皮質における自発揺らぎの理論的解明”,	視覚科学の統合的研究センター

セミナー,	立命館大学びわこ・くさつキャンパス,	2013.12.19.	

○寺前順之介:	“神経情報処理における自発揺らぎの起源と機能”,	日本時間生物学会シンポジ

ウム「生物リズム現象の数理フロンティア」,	近畿大学東大阪キャンパス,	2013.11.11.	

○寺前順之介:	“揺らぎをつくり活かす大脳皮質の情報処理メカニズム”,	高等研究所 Top	

Runners’	Lecture	Collection	of	Science	第５回「脳をシステムとして理解する−神経回路の

動作原理と機能創発−」,	早稲田大学高等研究所,	2013.10.16.		

○Teramae,J.:	“Internal	noise	and	memory	states	in	cortical	networks	with	highly	

heterogeneous	connections”,	統計数理研究所研究会神経科学と統計科学の対話３,	統計数

理研究所,	2013.2.18.(2013.2.18-19.)	

○寺前順之介:	“神経情報処理における自発活動の動的特性”,	ネットワーク構造と生命現象,	

JR 博多シティ,	2012.11.2.(2012.11.2-3.)	

○寺前順之介:	“揺らぎを活かす生物の情報処理	-神経情報処理へのアプローチ-“,	生物物理

若手の会第 52 回夏の学校,	支笏湖ユースホステル,	2012.9.2.(2012.8.31-9.3.)	

○寺前順之介:	“背景ゆらぎを積極的に織り込む神経ネットワークの情報伝達戦略”,	

NetSci/CCS 研究会	合同ワークショップ,	北海道大学,	2012.8.10.(2012.8.9-10.)	
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○寺前順之介:	“計算論的視点からの神経オシレーションと揺らぎの数理”,	神経オシレーショ

ン:共振とディスリズミア,	自然科学研究機構岡崎コンファレンスセンター,	2012.7.13.	

(2012.7.12-13.)	

○寺前順之介:	“計算論的視点からの神経オシレーションと揺らぎの数理”,	神経オシレーショ

ンカンファレンス，岡崎カンファレンスセンター,	2012.7.13.(2012.7.13-14.)	

○寺前順之介:	“神経ネットワークにおけるノイズの起源と機能”,	京都大学数理解析研究所研

究集会「力学系とその周辺分野の研究」,	京都大学,	2012.7.10.(2012.7.9-13.)	

○Teramae,	J.:	Naoki	Wakamiya,	“Fluctuation	in	the	brain	and	a	possible	application	to	

ICT”,	The	Second	International	Workshop	on	Brain-Inspired	Information	Communication	

Technologies,	Columbia	University,	NY,	USA,	2015.12.	3.	

○Teramae,	J.:	”Stochastic	dynamics	and	computation	in	network	models	of	cortical	spiking	

neurons”,	Workshop	on	Theory	and	Applications	of	Random/Non-autonomous	Dynamical	

Systems,	London,	2014.9.15.	

○Teramae,	J.:	”Origin	and	computational	roles	of	intrinsic	heterogeneity	and	spontaneous	

fluctuation	in	cortical	networks”,	AIMS	Conference	on	Dynamical	Systems,	Differential	

Equations	and	Applications,	Madrid,	2014.7.8.(2014.7.7	-11.)	

○Teramae,	J.:	Tomoki	Fukai	“Optimal	Spike-Based	Communication	with	Internal	Fluctuation	

in	Cortical	Networks”,	International	Symposium	on	Nonlinear	Theory	and	its	Applications,	

Santa	Fe,	USA,	2013.9.11.(2013.9.8	-11.)	

○Teramae,	J.:	Origin	and	functional	roles	of	spontaneous	noise	in	the	brain:	Self-organized	

stochastic	resonance	and	memory	states,	Modeling	Neural	Activity:	Statistics,	Dynamical	

Systems,	and	Networks,	Lihue,	Hawaii,	USA,2013.6.28.(2013.6.26–28.)	

○Teramae,	J.:	Noise-Induced	Order	and	Computation	in	the	Brain,	Progress	of	Mathematical	

Studies	in	Neuroscience,	National	Center	for	Theoretical	Sciences,	National	Tsing-Hua	

University,	Hsinchu,	Taiwan,	2013.6.5.(2013.6.5-6.)	

Teramae,	J.:	Long-tailed	distribution	of	synaptic	strength	reveals	origin	and	functional	

roles	of	ongoing	fluctuation	in	cortical	circuit,	13TH	INTERNATIONAL	CONFERENCE	OF	

NUMERICAL	ANALYSIS	AND	APPLIED	MATHEMATICS	(ICNAAM	2015),	Rhodes,	Greece,	2015.23-27.,	

2015.9.24.	

Kada,H.,	Teramae,	J.,	Tokuda,	I.T.:	Stability	of	Asynchronous	Firing	Induced	by	Lognormally	

Distributed	Inhibitory	Connections,	RISP	International	Workshop	on	Nonlinear	Circuits,	

Communications	and	Signal	Processing	(NCSP'15),	Lumpur,	Malaysia,	2015.3.1.,	2015.2.	27	

-3.2.	

Kubota,H.,	Teramae,	J.	and	Wakamiya,N.:	Localization	and	area	localization	in	impulse-radio	

wireless	sensor	networks,	Proceedings	of	IEEE	SENSORS	2016,	2016.10.	

Nakao,T.,	Teramae,	J.,	Wakamiya,N.:	Biologically-inspired	adaptive	routing	protocol	with	

stochastic	route	exploration,	9th	EAI	International	Conference	on	Bio-inspired	

Information	and	Communications	Technologies	(BICT),	New	York,	2015.12.4.,	2015.12.3	-5.	

Nakao,T.,	Teramae,	J.,	Wakamiya,N.:	Distributed	routing	protocol	based	on	

biologically-inspired	attractor	selection	with	active	stochastic	exploration	and	a	

short-term	memory,	IEEE	International	Conference	on	Autonomic	and	Trusted	Computing	

(ATC-2014),	Bali,	2014.12.11.,	2014.12.9-12.12.		

Peper,	F.,	Wakamiya,	N.,	Kasamatsu,	A.,	Tanaka,	S.,	Leibnitz,	K.,	Teramae,	J.,	Otomo,	A.:		

On	Neuro-inspired	Wireless	Sensor	Networks,	In	Ubiquitous	Intelligence	and	Computing,	

2013	IEEE	10th	International	Conference	on	and	10th	International	Conference	on	Autonomic	

and	Trusted	Computing	(UIC/ATC)	(pp.	589-594).	IEEE.	

Saitoh,	Y.,	Teramae,	J.,	Wakamiya,N.:	Distributed	Multipath	Routing	with	Packet	Allocation	

Based	on	the	Attractor	Renewal	Model,	Proceedings	of	the	2016	International	Symposium	

on	Nonlinear	Theory	and	Its	Application	(NOLTA	2016),	2016.9.	

Watanabe,K.,	Teramae,	J.,	Wakamiya,N.:	Inferred	duality	of	synaptic	connectivity	in	local	

cortical	circuit	with	receptive	eld	correlation,	Proceedings	of	the	23rd	International	
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Conference	on	Neural	Infoation	Processing	(ICONIP	2016),	vol.	9947,	pp.	115--122,	2016.9.	

Yamaguchi,K.,	Teramae,	J.,	Wakamiya,N.:	Liquid	State	Machine	with	Heterogeneous	

Connections	for	Information	Networks,	International	Symposium	on	Nonlinear	Theory	and	

its	Applications	(NOLTA	2014),	Luzern,	Switzerland,	2014.9.18.,	2014.9.14-18.	

 

公募研究（平成 26〜27 年度） 

坂本一寛 

◎小山内実,	菊田里美,	坂本一寛,	笠原一郎,	幸村裕治,	本間経康,	柳川右千夫,	虫明元:	新し

いマルチスケール in	vivo 脳機能イメージング,	第 93 回日本生理学会大会,	3P-204,北海道札

幌市・札幌コンベンションセンター,	2016.3.22-24.	

▲*Sakamoto,K.,	kawaguchi,N.,	Mushiake,H.:	Local	field	potentials	in	monkey	prefrontal	

cortex	during	a	shape-manipulation	task,	International	Symposium	on	Prediction	and	

Decision	Making	2015,	26,	東京都文京区・東京大学,	2015.10.31-11.1.	

◎▲*坂本一寛,	小山内実,	虫明元:	高次脳機能の背後にある神経回路動態を多元的生体信号解

析により解明する,	第 25 回インテリジェント・システム・シンポジウム,	B103,宮城県仙台市・

東北大学,	2015.9.24-25.	

◎▲*坂本一寛,	小山内実,	虫明元	:	In	Vivo サル脳への固有信号内視鏡の適用,	日本神経回路

学会第 25 回全国大会,	P-72,	東京都調布市・東京電機大学,	2015.9.2-4.	

▲*Sakamoto,K.,	Kawaguchi,N.,	Mushiake,H.:	Local	field	potentials	in	monkey	dorsal	

premotor	cortex	during	a	shape	manipulation	task,	The	38th	annual	meating	of	the	Japan	

Neuroscience	Society,	2P287.	2015.7.28-31.	

▲Kawaguchi,N.,	*Sakamoto,K.,	Yagi,K.,	Mushiake,H.:	Local	field	potentials	in	monkey	

prefrontal	cortex	during	a	shape-manipulation	task.	 Neuroscience	2014,	P1-154,	2015

年 7 月 28 日～31 日,兵庫県	神戸市・神戸コンベンションセンター.	

▲*Sakamoto,	K.,	Saito,	N.,	Yoshida,	S,,	Mushiake,	H.	(2015).	Cooperativity	between	working	

memory	and	behavioural	planning	in	the	monkey	prefrontal	cortex.	IBRO2015,	PO-311,	2015

年 7 月 7 日～11 日,	ブラジル・リオデジャネイロ.	

*坂本一寛,	川口典彦,	八木耕平,	虫明元	(2015).	サル前頭葉における LFP 周波数掃引.	日本物

理学会第 70 回年次大会,	21pBL-6,	2015 年 3 月 21 日～24 日,	東京都新宿区・早稲田大学.	

*Kawaguchi,	N.,	Sakamoto,	K.,	Yagi,	K.,	Mushiake,	H.	(2014).	Spatiotemporal	properties	of	

current	source	density	in	the	prefrontal	cortices	of	behaving	monkey.	Soc.	Neurosci.	

Abstr.,	073.10463.	2014 年 11 月 15 日～19 日,	アメリカ・ワシントン CD.	

▲*Sakamoto,	K.,	Kawaguchi,	N.,	Yagi,	K.,	Matsuzaka,	Y.,	Katayama,	N.,	Tanaka,	T.,	Mushiake,	

H.	(2014).	Current	sink	and	source	patterns	in	the	prefrontal	cortex	of	a	behaving	monkey.	

International	Symposium	on	Nonlinear	Theory	and	its	Applications,	C1L-D1,	2014 年 9 月

14 日～18 日,	スイス・ルツェルン.	

▲Kawaguchi	N,	*Sakamoto	K,	Yagi	K,	Mushiake	H	(2014).	Local	field	potentials	in	monkey	

prefrontal	cortex	during	a	shape-manipulation	task.	 Neuroscience	2014,	P1-154,	2014

年 9 月 11 日～13 日,	神奈川県横浜市・パシフィコ横浜.	

▲*Sakamoto,	K.,	Kawaguchi,	N.,	Yagi,	K.,	Mushiake,	H.	(2014).	Alpha-theta	oscillations	

at	task	initiation	in	the	monkey	prefrontal	cortex.	The	24th	Annual	Conference	of	the	

Japanese	Neural	Network	Society,	P1-17,	2014 年 8 月 27 日～30 日,	北海道函館市・公立は

こだて未来大学.	

▲*坂本一寛,	川口典彦,	八木耕平,	片山統裕,	田中徹,	虫明元	(2014).	サル前頭前野電流源パ

タンの評価.	第 53 回日本生体医工学会大会,	2014 年 6 月 24 日～26 日,	宮城県仙台市・国際セ

ンター.	

	

谷本拓 	

○Tanimoto,	H.:	Neural	pathways	for	the	formation,	consolidation,	and	retrieval	of	memory	

in	the	fly	brain.	The	6th	International	Symposium	on	"Biology	of	Decision	Making",	Paris,	

France,2016.5.25-27.	
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○Tanimoto,	H.:	Dopamine	circuits	and	memory	formation.	14th	European	Symposium	for	Insect	

Taste	and	Olfaction,	Cagliari,	Italy	,2015.9.20-25.	

○Tanimoto,	H.:	Mushroom	body	reward	circuits.	The	EMBO-Kavli	Workshop	on	Neural	Circuits	

and	Behaviour	of	Drosophila,	Hania,	Greece,2015.7.5-9.	

○Tanimoto,	H.:	Dopamine	circuits	for	memory	formation.	3rd	Asia-Pacific	Drosophila	

Research	Conference,	Beijing,	China	,2015.5.11-14.	

○Tanimoto,	H.:	Mushroom	body	circuits	and	memory	formation.	The	Genetics	Society	Autumn	

Meeting	2014,	London,	UK	,2014.11.27-28.	

○Tanimoto,	H.:	Mushroom	body	circuits	and	memory	formation.	Neurofly	2014,	Crete,	

Greece	,2014.10.5-9.	

○Tanimoto,	H.:	Distinct	dopamine	neurons	mediate	reward	signals	for	short-	and	long-term	

memories.	Janelia	Farm	2014	Fall	Conference,	Ashburn,	USA,2014.9.21-24.		

○Tanimoto,	H.:	Neural	circuits	for	memory	formation.	The	85th	Annual	Meeting	of	the	

Zoological	Society	of	Japan,	Sendai,	Japan	,2014.9.11-13.	

○Tanimoto,	H.:	Neural	circuits	for	colour	discrimination	and	learning.	The	11th	

International	Congress	of	Neuroethology	and	36th	Annual	Meeting	of	the	Japanese	Society	

for	Comparative	Physiology	and	Biochemistry,	Sapporo,	Japan,2014.7.29-8.1.	

○Tanimoto,	H.:	Functional	diversity	of	the	Drosophila	mushroom	body.	Janelia	Farm	2014	

Spring	Conference,	Ashburn,	USA,2014.4.27-5.1.	

	

村田航志 

○村田航志：狂犬病ウイルスベクターを用いた嗅覚神経回路の解析,第 89 回日本薬理学会年会（公

募ワークショップ「神経回路操作・解析の基盤を成すウイルスベクター技術の基礎と応用」）,

横浜,20163.10.	

 

溝口博之 

溝口博之:	意思決定異常と島皮質－意思決定研究からみた薬物依存症－	 日本心理学会第 78 回

大会,京都,2014.9.10-12.		

溝口博之,	片平健太郎,	犬束歩,	大平英樹,	山中章弘,	山田清文:薬物依存症の意思決定異常と

島皮質.	 第 36 回日本生物学的精神医学会,第 57 回日本神経化学会大会合同年会,奈良,	

2014.9.29-10.1.		

溝口博之,山田清文：	島皮質は薬物依存症モデルラットの意思決定に関与する,第 88 回日本薬理

学会年会,名古屋,2015.3.18-20.		

Mizoguchi,	H.,Yamada,Y.:	The	insular	GABAergic	system	controls	decision-making	in	healthy	

and	drug-dependent	animals.	IBNS	24th	Annual	Meeting.	Symposium,	Victoria,	Canada,	

2015.6.2-7.	

溝口博之,	山田清文：基礎研究から探る薬物依存者の意思決定：リスク回避より目先の利益を優

先する近視眼的意思決定,平成 27 年度アルコール・薬物依存関連学会合同学術総会,	シンポジ

ウム,	神戸,2015.10.11-13.	

Mizoguchi	H.,	Yamada,Y.:	Nicotine	receptor	as	a	potential	target	for	treatment	of	

pathological	decision-making	in	addiction.	WPAIC	2015,	4th	Asian	Congress	of	

Schizophrenia	Research,	4th	Congress	of	Asian	College	of	Neuropsychopharmacology	

Symposium,	Taipei,	Taiwan,	2015.	11.20-22.	

	

宮崎勝彦 

Miyazaki,	K.:	The	role	of	serotonin	in	the	regulation	of	waiting	behavior	for	future	rewards,The	

Winter	Workshop	2016	on	Mechanism	of	Brain	and	Mind,Rusutsu,	Hokkaido,	2016.	1.8	

 

伊藤真 

*	Ito,	M.,	Doya,	K.:	Parallel	representation	of	value-based	and	finite	state-based	strategies	

in	the	ventral	and	dorsal	striatum.	PLOS	Computational	Biology,	3;11(11),	(2015)	
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*	Balleine	B,	Dezfouli	A,	Ito,	M.,	Doya,	K.:	Hierarchical	control	of	goal-directed	action	in	

the	cortical-	basal	ganglia	network.	Current	Opinion	in	Behavioral	Sciences	(2015)	

*	Ito,	M.,	Doya,	K.:	Distinct	neural	representation	in	the	dorsolateral,	dorsomedial,	and	ventral	

parts	of	the	striatum	during	fixed-	and	free-choice	tasks.	Journal	of	neuroscience,	

35(8):3499-514	(2015)	

	

川口泰雄 

◯	Kawaguchi,	Y.,	Kubota	Y:	Synapses	from	fast-spiking	GABAergic	neurons	are	tuned	to	

specific	postsynaptic	target	domains.	International	Symposium	"Neocortical	Organization	

Ⅲ",東京,2016.2.12.	

◯	Kawaguchi,	Y.,	Morishima	M:	Pyramidal	cell	diversity	and	inhibition	styles	in	the	frontal	

cortex.	International	Symposium	on	Adaptive	Circuit	Shift	2016	“Integrative	neural	

network	linking	multiple	brain	areas	for	behavioral	adaptation”,京都,2016.3.4.	

◯	Kawaguchi,	Y.:	Layer	5	GABAergic	circuits	in	the	frontal	cortex.	The	7th	International	

Neural	Microcircuit	Conference		“Recent	advances	in	the	analysis	of	cortical	

microcircuits”,岡崎市,2016.12.9.	

 

小川正晃  

小川正晃,:意思決定における眼窩前頭皮質の役割	,第２２回日本行動医学会学術総会,仙台市,	

2015.10.16.	

	

中原裕之 

○Nakahara,	H.:Elucidate	social	decision-making	in	face	of	the	complexity.	 	SAMSI-Boston	

University	Workshop	"Challenges	in	Linking	 Statistical	and	Mathematical	Neuroscience	

2015",Boston,	USA.,2015.10.14.	

	

研究項目 A03 意思決定を制御する分子・遺伝子 

 

計画研究 

高橋英彦	  

◯Takahashi,	H.:	Temporal-parietal	junction	as	a	domain-general	source	of	cognitive	

flexibility.,	The	Third	CiNet	Conference,	Neural	mechanisms	of	decision	making:	

Achievements	and	new	directions,	Suita,	2016.2.3.-5.	

◯高橋英彦:	良い社会と柔軟な意思決定：神経科学的検討,	第 79 回日本心理学会,	名古屋,	

2015.9.23	

◯高橋英彦:	社会的情動の認知神経科学,	 第 23 回日本感情心理学会,	東京,	2015.6.14	

◯高橋英彦:	社会脳と精神医学.,	 第 111 回日本精神神経学会,	大阪,	2015.6.6	

◯高橋英彦:	情動的意思決定の神経イメージング：神経経済学の新たな潮流,	 第 29 回日本医学

会総会 2015,	関西,	京都,	2015.4.12	

◯高橋英彦:	統合失調症の身体運動認知と社会認知の関わり,	 第 10 回統合失調症学会,	東京	

2015.3.28	

◯Takahashi,	H.:	Multi-modal	neuroimaging	of	nicotine	dependence.,	16th	International	

Society	of	Addiction	Medicine	Annual	Meeting,	Yokohama,	2014.10.2.-6.	

◯高橋英彦:	病的賭博の脳イメージング,	 第 36 回生物学的精神医学会/第 57 回日本神経化学大

会,	 奈良市,	 2014.9.29.-30.	

◯高橋英彦:	Can	we	predict	burnout	among	medical	professionals	from	empathy-related	brain	

activity?	 第 37 回日本神経科学大会,	 横浜市,	 2014.9.11.-13.	

◯Takahashi,	H.:		Molecular	neuroimaging	on	risk	assesment:	Beyond	dopamine.,	

International	Behavioral	Neuroscience	Meeting,	Las	Vegas,	2014.6.10.-15.	

◯高橋英彦:	精神・神経疾患の意思決定障害をターゲットにした薬物治療に向けて,	 第 87 回日

本薬理学会,	 仙台市,	 2014.3.21.	
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◯Takahashi,	H.:		Understanding	and	defining	phenotype	of	psychiatric	disorders.,	

Japanese-French	Frontiers	of	Science	Symposium,	Metz,2014.1.24.-26.	

◯高橋英彦:	先端研究を医療現場へ,	第 26 回総合病院精神医学会,	 京都,	 2013.11.30.	

◯高橋英彦:	Interdisciplinary	neuroscientific	studies	on	decision	making	between	Japan	and	

US.,	 日本神経科学会,	 京都,	 2013.6.22.	

◯Takahashi,	H.	:	Molecular	neuroimaging	of	emotional	decision-making.,	The	Third	

International	Symposium	on	"The	Biology	of	Decision	Making",	Paris,	2013.5.29.-30.	

◯Takahashi,	H.	:	Effects	of	sport	participation	on	social	brain	in	schizophrenia.,	3rd	

Asian	Conference	on	Schizophrenia	Research,	Bali,	2013.2.15.	

◯Takahashi,	H.	:	Molecular	neuroimaging	of	prefrontal	functions.,	International	

conference	on	prefrontal	cortex,	Kyoto,	2012.11.29.-30.	

◯高橋英彦:	Interdisciplinary	neuroscience	approaches	to	understand	altered	

decision-making	in	neuropsychiatric	disorders.,	生物学的精神医学会,	 神戸,	

2012.9.29.	

◯高橋英彦:	Monoamine	and	decision	making	under	risk.,	 日本神経科学会,	 名古屋,	

2012.9.21.	

◯Takahashi,	H.	:	Molecular	neuroimaging	of	emotional	decision-making.,	2012	Korean	Society	

for	Brain	and	Neural	Science,	Seoul,	2012.9.25.-26.	

◯高橋英彦:	Molecular	Imaging	of	emotional	decision	making.,	 日本心理学会,	 川崎,	

2012.9.11.	

◯高橋英彦:	ニコチン依存の分子神経イメージング,	 平成 24	年度アルコール・薬物依存関連学

会合同学術総会,	 札幌,	 2012.9.7.	

◯高橋英彦:	社会的情動の認知神経科学,	日本思春期青年期精神医学会,	 広島,	 2012.7.7.	

◯高橋英彦:	情動的意思決定の分子イメージング.,	 第 7 回日本分子イメージング学会,	 浜松,	

2012.5.25.	

◯Takahashi,	H.	:	Molecular	neuroimaging	of	emotional	decision-making.,	17th	Annual	

International	"Stress	and	Behavior"	Neuroscience	and	Biopsychiatry	Conference	St.	

Petersburg,	Russia,2012.3.16.-19.		

◯高橋英彦:	情動的意思決定の脳科学,	 第 3 回医学教育シンポジウム,	東京,	2011.12.11.	

	

木村實  

◯Kimura,	M.:	Roles	of	nigrostriate	and	thalamostriate	systems	in	motivation	and	learning.,	

The	Third	CiNet	Conference	Neural	mechanisms	of	decision	making:	Achievements	and	new	

directions,	NICT	Center	for	information	and	Neural	Networks(CiNet/NICT)	Suita,	Osaka,	

2016.2.5.		

Kimura,	M.,	Yamanaka,	K,	Minamimoto,	T,	Hori,	Y,	Ueda,	Y.:	Roles	of	the	centromedian	nucleus	

of	thalamus	and	its	projection	to	the	striatum	in	congnitive	and	behavioral	biases.,	

Neuroscience	2015,	SfN's	45th	annual	meeting,	McCormic	Place,	Chicago,	Illinois,	USA,	

2015.10.21.	

◯Kimura,	M.,	Yamanaka,	K,	Minamimoto,	T,	Hor,i	T,	Ueda,	Y.:	Neural	basis	of	congnitive	

control	of	behavior	in	the	centromedian	nucleus	of	thalamus	and	its	projection	to	the	

striatum.,	Thalamus	and	Corticithalamic	Interactions,		Jenelia	Reserch	Campus,	Virginia,	

USA,	2015.4.27.	

◯Kimura,	M.:	Neuronal	basis	of	decision,	action	and	evaluation	in	the	basal	ganglia.,	

Striatum	Worlshop	in	London(Gatsby	Computational		Neuroscience	Unit	Striatum	Meeting),		

Gatsby	Computational	Neuroscience	Unit,	UK,	2012.5.25.	

榎本一紀,	松本直幸,	木村實,:	オーバートレーニング時のサルにおいてドーパミン細胞は課題

ロックを跨いだ超長期的な報酬情報を表現する,	Neuroscience	2013,	SfN's	43rd	annual	meeting,	

SanDiego,	USA,	2013.11.13.	

Enomoto,	K,	Matsumoto,	M,	Kimura,	M..:	Location-specific	roles	of	dopamine	neurons	in	the	

midbrain	in	learning	and	decision-making.,	Neuroscience	2012,	SfN's	42nd	annual	meeting,	
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Ernest	N.	Memorial	Convention	Center,	New	Orleans,	LA,	USA.,	2012.10.13	

Haruno,	M.,	Kimura,	M..:	Frith	C.	Activity	in	the	nucleus	accumbens	and	amygdala	encodes	

prosocial	and	individualistic	intuitions	in	social	decision	making.,	Neuroscience2012,	

SfN's	42nd	annual	meeting,	Ernest	N.	Memorial	Convention	Center,	New	Orleans,	LA,	USA.,	

2012.10.15.	

Yoland	Smith,	D.	James	Surmeier,	Peter	Redgrave,	Kimura,	M..:	Thalamic	Contributions	to	

Basal	Ganglia-Related	Behavioral	Switching	and	Reinforcement.,	Neuroscience	2011,	SfN's	

41st	annual	meeting,	Walter	E.	Washington	Convention	Center,	USA.,	2011.11.14.	

Ueda,	Y.,	Okazaki,	S.	R.,	Yamanaka,	K.,	Enomoto,	K.,	Kano,	M.,	Kimura,	M..:	Impairment	of	

reward-based	adaptive	choice	of	actions	by	local	injection	of	cannabinoid	CB1	receptor	

antagonist	into	the	striatum	of	behaving	monkeys.,	Neuroscience	2012,	SfN's	42nd	annual	

meeting,	Ernest	N.	Memorial	Convention	Center,	New	Orleans,	LA,	USA,	2012.10.17.	

◯Yamanaka,	K.:	Optimization	of	action	by	resetting	response	bias	through	CM-striatum	

projection.,	11th	International	Basal	Ganglia	Society	Meeting(IBAGS	Ⅺ),	Princess	Hotel	

Eilat,	Taba	Beach(Eilat),	Israel,	2013.3.4.	

Yamanaka,	K.,	Kimura,	M..:	Signals	projected	from	the	centromedian	nucleus	of	thalamus	to	

the	putamen	during	reward-based	action	selection	in	monkey.,	Neuroscience	2012,	SfN's	

42nd	annual	meeting,	Ernest	N.	Memorial	Convention	Center,	New	Orleans,	LA,	USA.,	

2012.10.15.	

	

疋田貴俊 

○疋田貴俊：精神疾患におけるドーパミン神経ネットワーク機構,	第 89 回日本薬理学会年会,	横

浜,	2016.3.11.	

○疋田貴俊：薬物依存形成における大脳基底核神経回路機構，平成 27 年度アルコール・薬物依存

関連学会合同学術総会，神戸,	2015.10.12.	

○疋田貴俊：快・不快情報に基づく行動選択における大脳基底核神経回路機構，平成 27 年度生理

学研究所研究会	 情動の多次元的理解に基づく行動原理の探求，岡崎,	2015.10.7.-8.		

○疋田貴俊：意思決定における大脳基底核神経回路,	大阪大学蛋白質研究所セミナー	 情報統合

による意思決定の神経基盤-神経回路機構とその形成発達-,	吹田,	2014.11.27.-28.		

○疋田貴俊：大脳基底核神経回路と意思決定,	第 36 回日本生物学的精神医学会・第 57 回日本神

経化学会大会	 合同年会,	奈良,	2014.9.29.		

○疋田貴俊：報酬・忌避行動における大脳基底核神経回路,	第 91 回日本生理学会,	鹿児島,	

2014.3.16.		

○疋田貴俊：Regulatory	mechanism	of	basal	ganglia	circuit	in	reward	and	aversive	learning,	

The	2nd	Kyoto-Bristol	Symposium	2014,	京都,	2014.1.9.-10.	

○疋田貴俊：報酬や侵害刺激による側坐核神経回路の直接路と間接路の機能的可塑性,	第 43 回日

本神経精神薬理学会,	宜野湾,	2013.10.26.		

○疋田貴俊：Distinct	roles	of	direct	and	indirect	pathways	in	the	nucleus	accumbens	to	reward	

and	aversive	behavior,	International	Symposium	on	Prediction	and	Decision	Making	2013,	

京都,	2013.10.13.-14.		

○疋田貴俊：Dopaminergic	regulation	of	basal	ganglia	circuit	in	learning	behavior	and	drug	

addiction,	11th	World	Congress	of	Biological	Psychiatry,	京都,2013.6.25.		

○疋田貴俊：報酬・忌避行動における大脳基底核神経回路の制御機構,	Neuro2013,	京都,	

2013.6.22.		

○疋田貴俊：報酬・忌避行動における大脳基底核神経回路の制御機構,	第 35 回日本分子生物学会

年会,	福岡,	2012.12.11.	

○疋田貴俊：直接路と間接路の機能分離,	第 6 回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス,	京

都,	2012.10.12.	

○疋田貴俊：運動・精神機能を司る大脳基底核神経回路の制御機構,	第 27 回日本大脳基底核研究

会,	東京,	2012.6.30.		
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公募研究（平成 24〜25 年度） 

尾仲達史 

◯Onaka,	T.,	Yoshida,	M,	Takayanagi,	Y.：Lesions	of	vasopressin	neurons	by	use	of	

vasopressin-DTR	transgenic	rats.,	Satellite	meeting	of	ICN	2014	in	Sydney“Recent	and	

Future	Trends	in	Neuroendocrinology-from	Asia	and	Oceania	to	Global-”Novotel	Sydney	

Manly	Pacific,	Sydney,	2014.8.16.		

◯Onaka,	T.,	Takayanagi,	Y,	Yoshida,	M.：Stress	and	energy	metabolisms:	roles	of	PrRP	and	

oxytocin.,	The	36th	Naito	Conference	on“Molecular	Aspects	of	Energy	Balance	and	Feeding	

Behavior”,	Châteraisé	Gateaux	Kingdom	SAPPORO,	Sapporo,	(Abstr.68-69)(招待講演,発表

は 13 日),	2013.09.10-13.	

◯尾仲達史：ストレス，摂食そして社会行動：最近注目されるオキシトシンの働き,	第 54 回日本

心身医学会総会ならびに学術講演会,パシフィコ横浜,（招待講演,講演は 27 日,心身医学	

53(6):	504,	2013））2013.6.26-27.	

◯尾仲達史,	高柳友紀,	吉田匡秀：摂食とストレスと社会記憶におけるオキシトシンの働き,	第

117 回日本解剖学会総会・全国学術集会.山梨（山梨大学甲府キャンパス）（発表は 3 日目,シン

ポジウム,抄録集ｐ89）2012.3.26.-28.	

◯Onaka,	T.:	Roles	of	oxytocin	and	vasopressin	in	the	control	of	social	behavior.,	Satellite	

symposium	of	the	7th	Asia	and	Oceania	Society	for	Comparative	Endocrinology	(AOSCE)	

Congress,	Parkroyal	Penang	Resort,	Malaysia.	(シンポジウム講演,発表は 2 日目)	

2012.3.8-9.	

	

橘吉寿 

Tachibana,	Y.:	The	primate	ventral	pallidum	encodes	expected	reward	value	and	regulates	

motor	action.,	 SOCIETY	FOR	NEUROSCIENCE	 43TH	ANNUAL	MEETING	Mini-symposium,	 San	Diego,	

CA,2013.11.9-13.	

橘	 吉寿:	Subthalamo-pallidal	interactions	underlying	parkinsonian	neuronal	oscillations	

in	the	primate	basal	ganglia.,	平成 24 年度日本生理学会奨励賞受賞講演（第 90 回日本生理

学会大会）,	東京都江戸川区（タワーホール船堀）,2013.3.29.		

	

公募研究（平成 26〜27 年度） 

金田勝幸 

Kaneda,	K.:	Involvement	of	brainstem	noradrenaline	system	in	acute	stress-induced	

enhancement	of	cocaine	craving	behavior.,	 第 39 回日本神経科学大会,	 横浜市,	

2016.7.20.-22.	

	

松本正幸 

Matsumoto,	M.:	Motivational	and	cognitive	signals	of	midbrain	dopamine	neurons.,	Dutch	

Neuroscience	Meeting,	Lunteren,	The	Netherlands,	2015.6.11-12.	

	

金子周司 

永安一樹，金子周司:	背側縫線核セロトニン神経による情動調節機構－ウイルスベクターを用い

て－,第 89 回日本薬理学会年会，横浜，2016.3．	

 

中村加枝 

中村加枝:	背側縫線核による報酬・嫌悪情報処理,	第 89 回日本薬理学会,横浜,	2016.3.9-11	

中村加枝:	Neuromodulation	for	psychiatric	disorder	 経頭蓋磁気刺激法の逆橋渡し研究,第

45 回日本神経精神薬理学会・第 37 回日本生物学的精神医学会合同大会,	東京,	2015.9.2-26	

中村加枝:	Diversity	of	serotonergic	system	in	the	brain	–	from	development	to	 aggression,	

reward,	and	decision	making	 Appetitive	and	aversive	information	coding	in	the	primate	

dorsal	raphe	nucleus.,	第 120 回日本解剖学会総会・第 92 回日本生理学会大会合同大会シン

ポジウム,	神戸,	2015.3.21-23.	
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南本敬史 		

Minamimoto,	T.:	The	role	of	dopamine	and	serotonin	in	value-based	decision-making	in	normal	

and	disease	state.,	Symposium	on	Prediction	and	Decision	Making	2015,	Univ.	of	Tokyo,	

2015.10.31-11.1.	

	

	

（３）図書 

 

研究項目 A01 行動と意思決定の計算理論 

 

計画研究  

▲Mahieu	Marion,	 Okada,M.	(2017).	D.	Stern(ed.)Cambridge	University	Press,	Wittgenstein’

s	Return	to	Cambridge,32 頁	

Shimomura,A,	(2015).CSLI	Publication	

Semantic	Properties	of	Diagrams	and	Their	Cognitive	Potentials,186 頁	

Mathieu	Marion,	Okada,M.	(2012).(Chapter	coauthors)	La	philosophie	des	mathématiques	de	

Wittgenstein,	In	Lectures	de	Wittgenstein	(Chauviré	Christiane	et	Plaud	Sabine	eds.)，

Ellipses．	

今井むつみ	(2016).	学びとは何か――〈探究人〉になるために	岩波新書	

内村直之・植田一博・今井むつみ・川合伸幸・嶋田総太郎・橋田浩一（共著）(2016).	日本認知

科学会（監修）「認知科学のススメ」シリーズ	第 1 巻『はじめての認知科学』新曜社	

今井むつみ・佐治伸郎（編著）	(2014)	言語と身体性（岩波講座	 コミュニケーションの認知科

学・第一巻	 講座編集委員	安西祐一郎・今井むつみ・入来篤史・梅田聡・片山容一・亀田達也・

開一夫・山岸俊夫）	

今井むつみ・針生悦子(2014).言葉をおぼえるしくみ：母語から外国語まで	ちくま学芸文庫	

松井智子	(2013).	子どものうそ、大人の皮肉――ことばのオモテとウラがわかるには	(そうだっ

たんだ!日本語)	岩波書店	

今井むつみ	(2013).	ことばの発達の謎を解く	ちくまプリマー新書	 筑摩書店	

今井むつみ・野島久雄・岡田浩之	 (2012).	新・人が学ぶということ：認知学習論からの視点	北

樹出版	

▲井手	剛,	杉山	将	(2015).	異常検知と変化検知.	192 ページ，講談社	東京.		

▲杉山	将	 (2015).	機械学習のための確率と統計.	128 ページ，講談社	東京.		

▲Sugiyama,	M.	(2015).	Introduction	to	Statistical	Machine	Learning.	534	pages,	Morgan	

Kaufmann.	

▲Sugiyama,	M.	(2015).	Statistical	Reinforcement	Learning:	Modern	Machine	Learning	

Approaches.	206	pages	Chapman	and	Hall/CRC.	

▲杉山	将,	井手	剛,	神嶌	敏弘,	栗田	多喜夫,	前田	英作（編）(2014).	統計的学習の基礎：デ

ータマイニング・推論・予測.	888 ページ，共立出版.	

▲Morimoto,	J.	(2014).	Humanoid	locomotion	and	the	brain	.Humanoid	Robotics	and	

Neuroscience:	Science,	Engineering	and	Society.	154-181.	CRC	Press,	USA.	

▲杉山	将	(2013).	イラストで学ぶ機械学習：最小二乗法による識別モデル学習を中心に.	232

ページ，講談社.	

▲Sugiyama,	M.,	Suzuki,	T.,	Kanamori,	T.	(2012).	Density	Ratio	Estimation	in	Machine	

Learning.	344	pages,	Cambridge	University	Press.	

▲Sugiyama,	M.,	Kawanabe,	M.	(2012).	Machine	Learning	in	Non-Stationary	Environments:	

Introduction	to	Covariate	Shift	Adaptation.	308	pages,	MIT	Press.	

	

公募研究 

Jimura,	K.	(2015)	Value	Representation.	In	Arthur	W.	Toga	(ed.).	Brain	Mapping:	An	

Encyclopedic	Reference,	vol.	3,	pp.	381-385.	Academic	Press:	Elsevier.	
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戸田重誠（2016）「依存症の生物学的メカニズム」分子精神医学,vol16,	No.3,	64-69.,	先端医学

社.	

 

研究項目 A02 意思決定の神経回路機構 

 

計画研究 

小口峰樹,坂上雅道		(2015)	「批判的思考の神経基盤」，『ワードマップ		批判的思考』，楠見

孝・道田泰司編，新曜社，pp.	24-29．	

小口峰樹,坂上雅道		(2015)		「神経科学リテラシー」，『ワードマップ		批判的思考』，楠見孝・

道田泰司編，新曜社，pp.	248-253．	

太田紘史,小口峰樹		(2014)		「思考の認知科学と合理性」，『シリーズ		新・心の哲学Ⅰ		認知

篇』，信原幸弘・太田紘史編，勁草書房，pp.111-164．（共同第	1	著者）	

坂上雅道		(2014)	 「価値の生成とその神経機構」	，『社会脳シリーズ 5	報酬を期待する脳	ニ

ューロエコノミクスの新展開』，苧阪直行編,	新曜社,	pp.85-112.	

Doya,	K.,	Kimura,	M.	(2013).	The	basal	ganglia,	reinforcement	learning,	and	the	encoding	

of	value.	In	Glimcher	PW,	Fehr	E	(eds.)	Neuroeconomics,	Second	Edition:	Decision	Making	

and	the	Brain,	321-333.	Academic	Press,	London.	

Agetsuma,	M.,	Aoki,	T.,	Aoki,	R.,	Okamoto,	H.	 (2012)	Cued	fear	conditioning	in		

zebrafish(Danio	rerio).	Zebrafish	protocols	for	neurobehavioral	research.	257-264,	

Humana	Press	Inc,	USA	New	York.		

揚妻正和,岡本仁	 (2011)	セブラフィッシュの行動遺伝学.	行動遺伝学入門-動物とヒトの”こ

ころ”の科学	56-68	裳華房,	 東京.	

	

公募研究 

Baba,	Y.,	Ogawa,	H.（2016）Cercal	system-mediated	anti-predator	behaviors.	In	Noji	S,	Horch	

HW,	Ohuch	H,	Mito	T,	(eds.)	The	cricket	as	a	model	Organism;	Development,	Regeneration,	

and	Behavior.	211-228,	Springer	Japan,	Tokyo.	

Ogawa,	H.,	Miller,	JP.（2016）Optical	recording	methods	In	Noji,	S.,	Horch,	HW,	Ohuch,	H.,	

Mito,	T.,	(eds.)	The	cricket	as	a	model	Organism;	Development,	Regeneration,	and	Behavior.	

285-302,	Springer	Japan,	Tokyo.	

Ogawa,	H.,	Miller,	JP.（2015）.Cercal	system.	In	Jaeger,	D.,	Jung,	R.,	(eds.)		Encyclopedia	

of	Computational	Neuroscience.	Springer-Verlag	Berlin	Heidelberg.	

Ogawa,	H.,	Miller,	JP.（2013）.	In	vivo	Ca2+	imaging	of	neuronal	activity.	In	Ogawa,	H.,	

Oka,	K.	(eds.)	Methods	in	Neuroethological	Research,	71-87.	Springer	Japan,	Tokyo.	

八木亮輔,田中暢明（2014）「ショウジョウバエの匂い情報処理機構」実験医学（羊土社）

32:2923-2926.	

寺前順之介	(2013)	神経回路の揺らぎ,	In	応用数理ハンドブック,	朝倉書店,	薩摩順吉	大石進

一	杉原正顕	編	

*村田	 航志(2016)	匂いで意欲・情動が生じる大脳神経メカニズム.	COSMETIC	STAGE	(株式会社

技術情報協会)	2016 年 2 月号	(Vol.	10,	No.	3,	47-53)	

	

研究項目 A03 意思決定を制御する分子・遺伝子 

 

計画研究 

高橋英彦（2014）分子神経イメージングによる神経経済学の発展	 プレインサイエンス・レビュ

ー2014	廣川信隆	 編	 113-128.	

Doya,	K.,	Kimura,	M.	(2013)	The	basal	ganglia,	reinforcement	learning,	and	the	encoding	

of	value.	In	Glimcher	PW,	Fehr	E	(eds.)	Neuroeconomics,	Second	Edition:	Decision	Making	

and	the	Brain,	321-333.	Academic	Press,	London.	

山中航(2013)	Annual	Review	2013	神経,	68-74,	中外医学社	

山中航(2012)	分子精神医学,	55-60,先端医学社	
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*疋田	 貴俊	(2013)	大脳基底核の直接路と間接路の機能分離.	In	鈴木則宏、祖父江元、荒木信

夫、宇川義一、川原信隆	(eds.)	Annual	Review	神経	 2013,	10-16.	中外医学社,	東京.	

	

公募研究 

金田勝幸，上居寛典，田岡直史，篠原史弥，南雅文(2016)コリン作動性ニューロンの可塑性と薬

物依存．脳 21，32-38,金芳堂．	
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５．産業財産権の出願・取得状況 
	

研究項目 A01 行動と意思決定の計算理論 

	

船谷浩之、中村彰浩、柴田智広:	動体の３次元運動測定装置及び測定方法、国内特許 2012-

203488	14/9/2012,	2012.9.14.	

島田敬士,	谷口倫一郎:	ルート提示装置、移動端末、ルート提示方法、ルート表示方法、ルート

提示プログラム及びルート表示プログラム，特願 2014-165185，2014.	8.	特開 2015-36690.	

Uchibe,	E.,	Doya,	K.:	Direct	inverse	reinforcement	learning	with	density	ratio	

estimation.	US	Patent	Application	62308722.,	2016.3.15.	

Uchibe,	E.,	Doya,	K.:	Inverse	reinforcement	learning	by	density	ratio	estimation.	

PCT/JP2015/004001.,	2015.8.7.	

	

研究項目 A03 意思決定を制御する分子・遺伝子 

	

Vikram	Chib,	Kyongsik	Yun,	Takahashi,	H.,	Shimojo,	S.	US	Patent	 CIT	6596	File	No.	

065471-000042US00:	"Remote	Activation	of	the	Midbrain	by	Transcranial	Direct	

Current	Stimulation	of	Prefrontal	Cortex",	2014.6.26.	

疋田	 貴俊,	中西	 重忠:	大脳基底核神経回路の神経伝達を解析する方法.	特許第 5728471 号.	

2015.4.10.	
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６．研究成果 
	

	 当研究領域は「脳内シミュレーションによるモデルベース意思決定のメカニズムを、計算理

論、神経回路、分子機構のレベルで明らかにする」という目標を掲げスタートした。	

	 特にモデルベース意思決定に関して、前頭前野と線条体の神経活動記録とその解析により、そ

れまで想定されていたような前頭前野はモデルベース、線条体はモデルフリーという単純な図式

ではなく、両者が課題の学習中にダイナミックに関与することが明らかになった。また、脳内シ

ミュレーションの神経回路としての実体について、不確かな感覚情報のもとで行動するマウスの

大脳皮質の二光子顕微鏡による活動記録とデコーディングにより、頭頂葉のニューロン集団によ

るゴール位置の表現が、自己の行動情報をもとに予測的に変化しているという証拠を得た。これ

らは領域の目標に向けた大きな進歩であり、モデルベース意思決定と脳内シミュレーションのメ

カニズムの理解を新たなレベルに引き上げるものである。	

	 人文科学から工学、生物学を含む幅広い研究者の結集により、「行動と意思決定の計算理論」、

「意思決定の神経回路機構」、「意思決定を制御する分子・遺伝子」の各研究項目において新たな

研究の展開と成果が見られた。	

	 個別の計画研究課題、公募研究課題ごとの成果の詳細に関しては、科研費データベース	

	 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-AREA-4303/	

を参照されたい。以下、各研究項目の主要な成果を報告する。	

	

6.1 研究項目 A01 行動と意思決定の計算理論 

	

目標：動物や人間は，モデルフリー，モデルベースの意思決定と行動学習を，どのように使い分

け，組み合わせているのかを明らかにする。	

	

成果：哲学や心理学の視点からは、内部モデルの獲得において視覚や音声などの感覚情報形態が

どのような役割を果たすかについて、音声の与える生得的なイメージが言語獲得において果たす

役割、図式やテーブルなど情報表現が意思決定において果たす役割を明らかにした。それらに関

連して工学、機械学習の立場からは、内部モデルの効率良い獲得を可能にするに情報選択のアゴ

リズムの開発を行い、それを用いて人型ロボットによる少ない試行数での行動学習を可能にし

た。また、実店舗において人の行動をモニタリングしながらロボットが情報提供を行うことによ

り、購買意思決定を誘導することが可能なことを示した。	

	

＜計画研究＞ 
	 岡田らは、行動経済学の分野の

Alais パラドクスなどの意思決定課題

を用いた行動遺伝学―論理学融合研究

手法を、双生児被験者（約 600 組 1200

人）に対して適用し調査を行った

(Shikishima	et	al.,	2015,	Front.	in	

Psychology)。Alais のパラドクスは、

右図のように期待値では等価な A-B,	

C-D の選択で、最適期待効用に従えば B

と D を選ぶべき(合理的規範的意思決定

モデル)にも関わらず、多くの人は A と

D を選ぶという現象である。	

	 この意思決定課題を双生児被験者（約 600 組 1200 人）に対して行い行動遺伝学―論理学融合

研究を行った。その結果、この課題での意思決定には遺伝要因の関連性が高いことを明らかにし

た。また、期待効用モデル通りの意思決定を行うかどうかと、論理推論能力、IQ（特に空間処理

的 IQ）との間に高い遺伝的相関があることを明らかにした。	

	

 

 
 

A, B から“89%で 100 万ドル”を引くと C, D になる 
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	 言語はヒトのモデルベース意思決定において決定的に重要な役割を果たしている。今井らは言

語獲得において、知覚経験を概念化し音声と対応づけるという多くの動物では不可能な学習が、

なぜヒト乳児には可能なのか、という基本的な問題に対して、音の象徴性がその誘導に重要な役

割を果たすという仮説のもとに乳児の脳波計測実験を行った。その結果、言語獲得前の乳児でも

視覚パターンと音声の特徴が一致する場合と相反する場合では、誘発脳波に違いがあることを見

いだした(Imai	et	al.,	2015,	Cortex)。	

	

	 モデルベース意思決定のための予測モ

デルの学習には回帰モデルが多く用いら

れるが、Sugiyama	et	al.	(2010)は、よ

り一般的な入力による条件付き確率分布

を効率良く学習する LS-CDE 法を提案し

ている。LS-CDE には入力が冗長な場合

に効率が落ちるという弱点があったが、

杉山らは LS-CDE を強化学習と組み合わ

せ、入力の自動選択を行う SA-CDE 法	

を開発した(Shiga	et	al.,	2015,	

Machine	Learning)。	

	 研究分担者の森本らは実世界における

高次元での時系列的な意思決定課題にお

いてもロバストな学習を可能にするた

め、単純な行動系列をベースに効率良く

学習を行う枠組みを定式化し、ヒューマ

ノイドロボット制御においてその実用性

を検証している(Sugimoto	et	al.,	

2016,	IEEE	Robotics	&	Automation)。	

	

	 柴田らは、実証実験用民間経営店舗（大阪市の委託事業）において，顧客行動データ収集と解

析、さらにロボットによる購買意思決定介入実験を行った。ロボットの前に売上ランキング 1 位

と 2 位の商品を並べ，客が寄ってきた時に，「誰のために買うか」を質問し改めて客に土産対象

者を意識させ，客の回答に関わらず売上 2 位の商品を音声と身振りで推薦することにより売上を

逆転できた。また、仮想店舗での実験で、客の眼球運動や頭部運動から購買意思決定予測をオン

ライン予測することに成功した(Funaya	&	Shibata,	2015,	Front.	in	Psychology)。	

	

＜公募研究＞ 
	 高速カメラにより相手の手とパック

の位置を捉え、どのタイミングで、ど

の方向にパックを打つべきかを実時間

で学習するエアホッケーロボットを実

現した。パックの軌道を物理的に予測

するとともに、打つタイミング（打点

の前後位置）と狙う方向のどの組み合

わせが有効かを評価する Attack	Value

を、相手と自分の現在の手の位置をも

とに瞬時に予測し打撃制御を行う。人

との対戦でロボットは状況に応じて防

御的あるいは攻撃的な打撃を使い分け

るようになった（Igeta	&	Namiki,	

2015,	IEEE	Robotics	and	

Biomimetics）。	

	

 
LS-CDE(⾚)は⼊⼒次元が増えても⾼い性能を⽰す。 
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	 観測した状態と行動の系列から、それにより最適化される報酬関数を推定する「逆強化学習」

の問題に関して、杉山らが開発した確率密度比の高速学習法を状態遷移の行動による条件付き確

率の学習に取り入れることにより、行動者のめざす目標を効率良く推定する手法を発明した

(Uchie	&	Doya,	PCT/JP2015/004001)。これは、人間が無意識に行う行動のコツやこだわりを抽

出する手法とし、例えば自動車の自動運転などへの応用が期待される。	

	

6.2 研究項目 A02 意思決定の神経回路機構 

	

目標：脳内シミュレーション，価値評価，行動選択は，ニューロン回路のどのようなダイナミク

スにより実現されているのかを明らかにする。	

	

成果：サルの行動学習とニューロン活動の解析により、視覚刺激の状態遷移の内部モデルを使っ

た行動で、前頭前野ニューロンが推移的推論による報酬予測に関わることを明らかにした。ま

た、不確実な感覚情報のもとでの状態推定課題によって、マウスの神経活動の二光子顕微鏡によ

る記録とデコーディングにより、頭頂葉のニューロンが行動に応じた状態予測と、感覚情報に応

じた予測の修正という、動的ベイズ推定に特徴的な振る舞いを示すことを明らかにした。一方

で、ゼブラフィッシュの神経活動の計測と制御の光技術の開発により、手綱核ニューロンが罰の

回避課題だけでなく社会的ランクの決定にも重要な役割を示すことを明らかにした。	

	

＜計画研究＞ 
	 坂上らは、ニホンザルに 6 つの視覚刺激を A1、B1、C と A2、B2、C2 の２つのグループ分けを

学習させ、次に、C1 はジュース報酬、C2 は無報酬と連合させることにより、A1、A2 と報酬、

B1、B2 と無報酬という関係を推論できるかを調べ、ニホンザルは推移的推論が可能であること

を示した。さらに前頭前野外側部と大脳基底核線条体のニューロン活動を記録・解析した。外側

前頭前野のニューロンは、新たな視覚刺激がどのグループに属するかを学習したのち、どのグル

ープが多くの報酬を与えるかを学習すると、報酬課題の最初の試行から報酬の予測に応じた活動

を示した。それに対して線条体ニューロンは、一度は報酬の大小を実体験した後でないと報酬予

測的な応答を示さなかった	(Pan	et	al.,	2014,	J.	Neurosci.)。これは、モデルベースの予測

と意思決定に外惻前頭前野が関与することを、単一ニューロン活動のレベルで明らかにした重要

な知見である。	

	

	 銅谷と連携研究者の Kuhn らは、脳内シミュレーションの神経回路としての実体を明らかにす

るという目標に向け、二光子顕微鏡下のマウスの新たな行動実験パラダイムを開発し、その頭頂

葉と運動前野から数十から百個以上のニューロンの活動を同時記録する実験系を新たに立ち上げ

た。マウスは頭部を固定したまま、空気圧により浮上するボールの上で自由に歩行運動ができ、

その速度を計測することができる。マウスの周囲には 12 個のスピーカーが円形に配置され、仮
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想的な音源の方向と距離をコントロールすることができる。	

	 マウスの前方への歩行運動に応じて仮想音源が近接し、最近接点で水報酬が得られる。音は連

続的に呈示する条件と間欠的に呈示する条件があり、間欠的な場合でもマウスは予測的なリッキ

ング行動を行うことから、マウスは音源位置変化のモデルを学習し、それによる予測により早く

確実に報酬を得る行動を行っていると考えられる。二光子イメージングでは、最新の光学系とカ

ルシウム感受性蛍光タンパクを発現させるウイルスを用いて、約 500μm までの深さのニューロ

ン活動を安定して記録し、それによりゴールへの距離をデコーディングする手法を確立した。そ

の解析の結果、頭頂葉のニューロンは音刺激がない時には自己の運動情報にもとづくゴール距離

の予測を、音刺激がある時にはれ予測の不確かさの削減に関わることを明らかにした(Funamizu	

et	al.,	2016,	Nature	Neuroscience)。	

	

   
仮想⾳空間課題   ２光⼦顕微鏡によるニューロン記録 

 
頭頂葉ニューロン活動のデコーディング 
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	 岡本らは、これまで神経発生学の分

野で主に用いられて来たゼブラフィッ

シュをモデル動物として、独自の遺伝

子改変技術を用いた神経活動のイメー

ジングと制御技術を開発し、能動的回

避学習、社会的優位性などの行動課題

を確立した。ゼブラフィッシュの縄張

り争いでは、一度勝った魚は勝ち続

け、負けた魚は勝負を諦めやすくなる

傾向がある。その神経回路機構をカル

シウムイメージングにより探った結果、背側手綱核外側部(dHbL)から脚間核背側/中間部

(d/iIPN)への結合が敗者では弱まっていることを発見した。さらに光遺伝学手法により dHbL を

抑制すると魚は負けやすくなり、逆に背側手綱核内側部(dHbM)を抑制すると勝ちやすくなること

を明らかにした。dHbM は脚間核中間/腹側部(i/vIPN)を経て中心縫線核を抑制することから、

dHbM の抑制はセロトニン系を脱抑制することにより侵害刺激への耐性を高めて勝負を諦めなく

する可能性が示唆された(Chou	et	al.,	2016,	Science)。	

	

＜公募研究＞ 
	 ショウジョウバエは匂いと糖報酬の

関係を１回の経験から学習できる。谷

本らは遺伝子発現により区別される異

なるドーパミンニューロンのグループ

を熱遺伝学技術により選択的に刺激す

ることにより、異なるドーパミンニュ

ーロンが短期と長期の記憶を独立に誘

導する報酬情報を伝達することを明ら

かにした。さらにそれらのニューロン

のイメージングにより、短期と長期の

記憶を誘導するドーパミンニューロン

はキノコ体の異なる部位に投射するこ

とを明らかにした。なかでも PAM-a1 と

呼ばれる約 5 個のドーパミンニューロ

ンが、長期記憶形成に必要十分な報酬

情報を伝達していることを選択的な抑制と刺激実験により明らかにした(Yamagata	et	al.,	

2015,	PNAS)。	

	

	 中原らは、ギャンプル課題を

行っている他者の行動系列を観

察し、その次の選択を予測する

という課題を行っている被験者

の行動と脳活動の解析を行っ

た。被験者の行動は、これまで

の報酬経験から自分ならこれを

選ぶという強化学習と、他者の

過去の行動傾向からこれを選ぶ

はずという教師あり学習による

行動予測の両者を混合したモデルで最もよく説明できた。それらのモデルによる fMRI データ解

析により、強化学習の報酬予測誤差信号は腹内側前頭前野、他者の行動の予測誤差は背内側およ

び背外側前頭前野によりコードされていることが明らかになった(Suzuki	et	al.,	2012,	

Neuron)。	

	

   

 

 



 69 

	

6.3 研究項目 A03 意思決定を制御する分子・遺伝子 

	

目標：先読みの深さ，報酬と罰の重みづけなどのパラメタはいかに制御されているのかを明らか

にする。	

	

成果：PET によるヒトの脳分子イメージングにより、セロトニンが不公平の回避に、ノルエピネ

フリンが損失回避に関わることを明らかにし、さらに損失回避が病的なギャンブル行動の要因と

なることを明らかにした。また、個人の向社会性傾向に応じた行動と脳活動の解析により、従来

は本能的、短絡的な行動に関わると考えられてきた扁桃体が公平で社会性の高い行動に関与し、

理性的な行動に関わると考えられていた前頭前野が戦略的な利己的行動に関わるという新たな知

見を得た。また、ドーパミン D2 受容体により制御される大脳基底核の間接経路は、これまで知

られていた罰からの学習だけでなく、行動の柔軟な切り替えにも関与することを明らかにした。	

	

＜計画研究＞ 
	 高橋らは、世界の先端を行く脳分子イメ

ージング技術を行動経済学のパラダイムと

統合することによりめざましい成果を上げ

ている。利益と損失の双方の可能性がある

判断をする場合に、多くの被験者は損失に

より大きな比重を置いて判断する損失忌避

と呼ばれる傾向を示す。PET で脳内ノルア

ドレナリントランスポーターを定量し、行

動実験で得られる損失忌避の程度との関連

を調べたところ、視床のノルアドレナリン

トランスポーターの密度の低い人ほど損失

忌避の程度が強くギャンブルに慎重である

ことを見出した(Takahashi	et	al.	

2013)。	

	 さらに、ギャンブル依存には「負けを取

り返す」という損失忌避行動が関与すると

いう仮説を検証する実験を行った。ギャン

ブル依存患者 31 名に「50%の確率で X 円失い 50%の確率で Y 円得る」か「損も得もしない」かと

いう選択課題を行った。Y=lX というモデルで各被験者の損失回避傾向を調べたところ、ギャン

ブル依存患者は損失回避が強い（lが大きい）グループと弱いグループの２群に分かれることが

明らかになった(Takeuchi	et	al.,	2015,	J.	Gambling	Studies)。これはギャンブル依存の治療

と予防には人により異なる戦略が必要だという臨床的に重要な知見であるとともに、その脳機構

に今後踏み込んで行くための基礎となる発見である。	

	

	 高度な目標の達成に向けた意思決定においては長期的な報酬予測が重要であり、中脳ドーパミ

ン細胞は複数ステップにわたる長期的な報酬予測を表現することを木村らは明らかにしている

が、この長期的な報酬予測情報は線条体に投射され、長期的な価値判断と行動選択に利用される

と考えられる。そこで 3 つの選択肢空の報酬探索課題中の線条体のニューロン活動を記録し解析

した結果、行動選択の結果の長期的な良し悪しを表現するニューロンが全体の 1/3 と多数を占め

ることを明らかにした(Yamada	et	al.,	2013,	J.	Neurophys.)。	

 



 70 

	 また研究分担者の春野らは、資源

の分配行動における直観的な好みを

反映するとされる Social	Value	

Orientation(SVO)が、トップダウン

な戦略的思考とどのように統合され

るかを、記憶負荷を課したもとでの

資源分配課題の fMRI 実験により検討

した。分配の公平性を考慮する	

Prosocial な被験者は不公平なオファ

ーを退ける傾向が強く、その際に側

坐核と扁桃体の活動が上昇するのに対し、自らの報酬のみを気にする individualist の被験者で

は活動が低下した。さらにこれらの傾向は、作業記憶の負荷をかけた状況で強まった。これまで

公平性を求めるような社会行動は前頭前野の高次の認知機能をともなうものと考えられてきた

が、この実験は、側坐核と扁桃体のような情動系が強く関与することを新たに示すものである		

(Haruno	et	al.,	2014,	J	Cog.	Neurosci.)。	

	

	 疋田らは、報酬学習とその柔軟性における大脳基底核の直接路、間接路の回路と物質機構を、

可逆的神経伝達阻止(RNB)法により調べた(Yawata	et	al.,	2012,	PNAS)。十字迷路での報酬到達

学習で、第一課題では間接路遮断マウスは野生型マウスと同様に学習したが、直接路遮断は学習

遅延を引き起こした。第一課題で報酬学習が成立した後に、第二課題として反転課題を行うと、

野生型マウスと直接路遮断マウスは数回で反対側の B のアームへ進入を試みる柔軟性が見られた

が、間接路遮断マウスは前課題のゴールへの固執による学習遅延が観察された。さらに、直接路

遮断と D1 アンタゴニストの組み合わせでは特異的に十字迷路課題の学習遅延が見られ、間接路

遮断と D2 アゴニストの組み合わせでは特異的に逆転学習課題における柔軟性の低下を認めた

(Macpherson	et	al.,	2016,	Learning	and	Memory)。これらの結果は、意思決定行動における報

酬からの学習と無報酬に対する柔軟な対応においてもドーパミンによる直接路と間接路のスイッ

チング機構に支配されていることを示している。	

	

＜公募研究＞ 
	 外側手綱核(LHb)のニューロンは罰や無報酬とそ

れらを予測する刺激に応答し、ドーパミンニュー

ロンを抑制する(Matsumoto	&	Hikosaka,	2009)。

前帯状皮質(ACC)はドーパミンの投射を受け LHb に

投射し、行動のモニタリングに関与する。松本ら

は、報酬予測課題中の LHb と ACC のニューロン活

動を解析した。その結果、LHb ニューロンはその試

行での報酬の有無にすばやく応答するのに対し、

ACC ニューロンは無報酬試行が続くと次第に応答を

強めるという違いが明らかになった	(Kawai	et	

al.,	2015,	Neuron)。	

	

	 宮崎らは、光遺伝学技術による背側縫線核のセロトニンニューロンの選択的な刺激によって、

まだ得られていない報酬を待機する行動が促進されることを明らかにした(Miyazaki	 et	 al.,	

2014,	Current	Biology)。	
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７．アウトリーチ活動 
 
7.1 ホームページ 

	

新学術領域研究「予測と意思決定」ホームページ：http://www.decisions.jp	

 
7.2 ニュースレター 

 
	 ニュースレター Vol. 1~9を各約 400部発行し、領域内外の研究者に郵送するとともに、主
催、共催イベント参加者に配布を行った。PDF版は下記ホームページよりダウンロード可能： 
 https://groups.oist.jp/ja/decisions/newsletters 
 
7.3 主催・共催シンポジウム等 

	

＜H27 年度＞	

第 93回日本生理学会大会	 シンポジウム「海馬神経活動から探る脳神経回路の動作原理」. 
2016年 3月 22日, 札幌コンベンションセンター. 

第 89回日本薬理学会年会 シンポジウム 38 (予測・意思決定・情動の脳内計算機構—セロトニン
研究の新展開—). 2016年 3月 11日, パシフィコ横浜.  

第４回	 ヘテロ・ニューロ・アナリシス研究会, 2016年 3月 9日, 宮城県仙台市・東北大学医学
部星陵会館 2F大会議室.  

The Third CiNet Conference: Neural mechanisms of decision making: Achievements and new 
directions. 2016年 2月 3日（水）～5日（金）脳情報通信融合研究センター（CiNet）(大阪
府吹田市) 

脳と心のメカニズム第 16 回冬のワークショップ.2016 年 1 月 6 日〜1 月 8 日,ルスツリゾート	

French-Japanese Workshop on Philosophy of Proofs．2016年 1月 15日〜16日.慶應義塾大学三
田キャンパス． 

第７回	 神経科学･リハビリテーション･ロボット工学のシナジー効果に関する研究会. 2015年
12月 9日～10日, 宮城県仙台市・東北大学医学部. 

International Workshop “Logic, Philosophy and Computation of Proofs” 2015年 11月 28日(土)‒
29日(日). 慶應義塾大学三田キャンパス． 

2nd	International	Symposium	on	Prediction	and	Decision	Making.	2015 年 10 月 31 日〜11 月

1 日,	東京大学小柴ホール.	

Tohoku Forum for Creativity 2015 Frontiers in Brain Science “Memory and Mind”2015年 9月 28
日～29日, 仙台 東北大学 片平さくらホール 

"Philosophy of Mathematics and Proof Theory" Workshop. 2015年 9月 10日〜11日．慶應義塾
大学三田キャンパス． 

第 38回日本神経科学大会	 シンポジウム「中枢神経における microRNAとエピジェネティック
変化」2015年 7月 30日, 神戸コンベンションセンター. 

	

＜H26 年度＞	

第３回	 ヘテロ・ニューロ・アナリシス研究会, 2015年 3月 18日, 東京都町田市・玉川大学脳
科学研究所 

第６回	 神経科学･リハビリテーション･ロボット工学のシナジー効果に関する研究会. 2015年 1
月 28日～29日, 福岡県北九州市・九州工業大学大学院生命体工学研究科端末室１. 

"Logical Inference and Proofs" Franco-Japanese Workshop. 2015年 1月 12日〜13日. 慶應義塾
大学三田キャンパス. 

脳と心のメカニズム第 15 回冬のワークショップ.2015 年 1 月 7 日〜1 月 9 日,ルスツリゾート	
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第 36回日本生物学的精神医学会・第 57回日本神経化学学会大会合同年会	 シンポジウム「精
神疾患における手綱核活動異常と新しい病態モデル」2014年 9月 30日,奈良県新公会堂レセ
プションホール. 

脳と心のメカニズム第 15 回夏のワークショップ.2014 年 9 月 14 日,一橋講堂	

14th SAET Conference on Current Trends in Economics，2014年 8月 19日〜21日. 早稲田大学
早稲田キャンパス 10号館． 

脳情報学講演会. 2014年 6月 30日．東工大蔵前会館	 大会議室． 
	

＜H25 年度＞	

第 91回日本生理学会	 日本神経科学会連携シンポジウム「心理と生理をつなぐ神経基盤」2014
年 3月 16日, 鹿児島大学. 

第 9回日本統合失調症学会	 シンポジウム「次世代のトランスレーショナルリサーチ」2014年
3月 15日, 京都テルサ. 

International Workshop on Animal Instinct and Intelligent Behaviors. 2014年 2月 18日-2月 20
日、北海道大学学術交流会館 

脳と心のメカニズム第 14 回冬のワークショップ.2014 年 1 月 8 日〜1 月 10 日,ルスツリゾート	

1st	International	Symposium	on	Prediction	and	Decision	Making.	2013 年 10 月 13 日〜10 月

14 日,	京都大学芝蘭会館.	

"Philosophy of Mathematics and Logic" Meeting．2014年 2月 26日〜27日．慶應義塾大学三田
キャンパス． 

WITTGENSTEIN MEETING，2014年 1月 18日〜19日. 慶應義塾大学三田キャンパス. 
Sound Symbolism Workshop 2013. 2013年 12月 13日・14日, 慶應義塾大学東館 G-SEC Lab 
SOCREAL 2013, 2013年 10月 25日〜27日．北海道大学札幌キャンパス． 
International Workshop "Philosophy of Logic and Speech Act Theory" 2013年 10月 5日. 慶應義
塾大学三田キャンパス. 

脳と心のメカニズム第 14 回夏のワークショップ.2013 年 8 月 30 日名古屋国際会議場	

WFSBP2013KYTOTO- 11th World Congress of Biological Psychiatry. Symposium “Rodent 
models targeting specific neural circuits for the study of psychiatric disorders.” 2013年 6月 25
日, 京都国際会議場. 

Neuro2013 シンポジウム「多様な動物行動を規定する大脳基底核神経回路機構」2013年 6月
22日, 京都国際会議場. 

	

＜H24 年度＞	

Reward and Decision-making on Risk and Aversion. 2013年 3月 7日～9日, ハワイ ヒルトン 
脳と心のメカニズム第 13 回冬のワークショップ.2013 年 1 月 9 日〜11 日,ルスツリゾート	

Decision-Making, Logic and Cognition. 2013年 2月 26日〜27日. 慶應義塾大学三田キャンパス. 
第 35回日本分子生物学会ワークショップ「動物の行動制御メカニズムの新展開」2012年 12月

11日, 福岡国際会議場. 
Franco-Japanese workshop on Logic,Language, and computation in a multi-cultural perspective. 

2012 年 10月 19日 〜 20日. 日仏会館 および 慶應義塾大学三田キャンパス.  
Potential of Insect Neuroscience（第 35回日本神経科学大会公募シンポジウム）	 2012年 9月

19日，名古屋国際会議場 
Sound Symbolism Workshop 2012. 2012年 8月 6日・7日, 慶應義塾大学東館 G-SEC Lab 
脳と心のメカニズム第 13 回夏のワークショップ.2012 年 7 月 26 日仙台国際センター	

次世代情報処理における揺らぎと確率２, 2012年度日本神経回路学会時限研究会, 2012年 6月
19日-6月 20日, 理化学研究所大河内記念ホール 
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＜H23 年度＞	

脳と心のメカニズム第 12 回冬のワークショップ.2012 年 1 月 16 日〜1 月 18 日,ルスツリゾート	

"Logical-Mathematical Proofs and Cognition: Their Dynamics". 2012年 2月 25日. 慶應義塾大学 
三田キャンパス． 

 
7.4 チュートリアル企画 

 
領域内外の若手研究者の育成に向け、総括班を中心に積極的な取り組みを行った。 
１）公開チュートリアル 
領域会議の初日を領域外のメンバーにも公開したチュートリアルにあて、特に若手研究者が自分

の専門分野以外のアプローチや手法を学ぶ機会を提供した。 
2012年 6月：モデルベースとモデルフリーの意思決定 
2012年 11月：脳画像研究の基礎から先端まで 
2013年 6月：脳内ネットワーク解明のための測定法と解析法 
2013年 11月：機械学習とモデルベース神経活動解析法 
2014年 6月：ヒトの意思決定過程の測定とモデル化  
2015年 4月：光学イメージングと操作の拓く可能性  
チュートリアルの後には必ず懇親会を開き、専門外の問題について気軽に質問ができるような人

間関係を築けるよう配慮した。 
２）スクール・トレーニングコース：認知科学会サマースクール、Autumn School for 
Computational Neuroscience (ASCONE)、玉川大学脳科学トレーニングコース、IBRO トレー
ニングコースなどに共催、後援、講師の派遣招聘などを行い、若手研究者が新たな手法を習得す

る機会を提供した。 
 
 
7.5 一般向けアウトリーチ企画 

 
東北大学 サイエンス講座「記憶のしくみと心のなりたち」2015年 9月 27日, 仙台	 東北大学 
萩ホール（アウトリーチ活動） 

ABLE2015Summer. 2015年 6月 14日, 内田洋行ユビキタス共創広場 CANVAS 
ABLE2014Autumn. 2014年 11月 29日 内田洋行ユビキタス共創広場 CANVAS,11月 30日, 慶
應義塾大学北館 

ABLE2014Winter. 2014年 1月 18日・1月 28日, 内田洋行ユビキタス共創広場 CANVAS 
コラボさるく企画 2013年 10月 19日(土)，20日(日)  

http://limu.ait.kyushu-u.ac.jp/event/saruku/ 
ABLE2012Summer. 2012年 8月 5日, 玉川大学講堂 
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８．領域のインパクトと今後の展望 
	

	 当研究領域は「脳内シミュレーションによるモデルベース意思決定のメカニズムを、計算理

論、神経回路、分子機構のレベルで明らかにする」という目標を掲げスタートした。	

	 人文科学から工学、生物学を含む幅広い研究者の結集により、予測モデル獲得のための新たな

学習アルゴリズム、前頭前野と線条体の学習中のダイナミックな連携機構、脳内シミュレーショ

ンの神経回路としての実体の二光子顕微鏡によるイメージングとデコーディングを可能にするな

ど、大きな進歩をとげることができた。	

	 	

	 本領域の岡田がエディターとして、Frontiers	in	Psychology 誌で	“News	from	the	
Psychology,	Neurobiology	and	Genetic	Fields	on	Social	and	Economic	Behavioral	Studies”
の特集号を編集し、当領域の成果としての論文も多数収録された。また、銅谷は	Current	

Opinion	in	Neurobiology 誌、岡本は「生体の科学」誌で意思決定に関する特集号を編集し、領

域の成果の普及と関連する研究の活性化に貢献した。	

	 各種の学会等での予測と意思決定に関連するシンポジウムや招待講演のサポートを行い、心理

学や神経科学だけでなく、薬理学や生理学など幅広い分野で「予測と意思決定」に関する議論と

研究が行われるようになった。	

	 さらに２回の国際シンポジウムなどを契機に、領域の研究者と世界の先端的な研究者らとのネ

ットワークを広げ、当領域が推進する「モデルベース意思決定」「脳内シミュレーション」に関

する研究への世界的な注目を高めることができ、今後そのネットワークを活用した新たな研究の

展開が期待できる。	

	 アウトリーチ企画として、今井らは ABLE	(Agents	for	Bridging	Learning	research	and	

Educational	practice)	を４回にわたり開催し、予測と意思決定の研究成果を含む脳科学の知見

を、学校の教師を中心とした教育者にも理解してもらい、また研究者と教育者の対話から新たな

研究の必要性を探る場を提供した。	

	 これらの取り組みにより、「意思決定」、「モデルベース」といったキーワードが、幅広い分野

の研究者の注目を集め、次の新たな研究を生みつつある。	

	

 計画研究、公募研究に参加した若⼿研究者の多くは、そこでの研究成果を⽣かし、研究者とし
てのステップアップを実現した（助教 12 名、講師 4 名、准教授 3 名、公的研究機関研究職 5
名、⺠間研究職 5 名）。また、研究代表者の多くもその業績を認められ、昇進あるいは新たな独
⽴したポジションを獲得するに⾄った（助教 2 名、准教授 6 名、教授 2 名）。さらに計画研究代
表者の杉山は、NIPS2015 のプログラムチェアを務めたのち、文科省 AIP プロジェクトのディク

ターに抜擢されている。 
	

	 領域の最終年度には、その計画研究、公募研究のメンバーが新たな新学術領域の企画に関わ

り、中でも当領域での工学系と脳科学系の研究者のネットワークを中心とした新学術領域研究

「人工知能と脳科学の対照と融合」が平成 28 年度夏に採択され、活動を開始した。	

	 これら新たな枠組みの中で、モデルフリーとモデルベースの意思決定の使い分け、予測と意思

決定のパラメタ制御に関して、計算理論と神経回路、分子機構を統合して理解し応用するという

より高い目標に向けた展開が期待される。	

	

	

	

	


